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学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ
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合 計 Ｂ-ａ
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合 計 総 計
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原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数
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教官生産係数
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ＳＣＩ掲載論文
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ついて、厚生科学研究費補助金エイズ対策研究事業 日和見感染症の治療に関する研究 平成13年度報告書：

94-100、2002

29．宮崎義継、河野 茂：真菌症、小児科学第２版 (監修）白木和夫 (発行）医学書院：東京：649-654、2002

30．山本善裕、河野 茂：咳嗽、喀痰と嘔吐等を訴えた80歳男性、専門医を目指すケース・メソッド・アプローチ ９．
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訳）平松啓一 (発行）丸善株式会社：東京：352-360、2002
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54 迎 寛、宮崎泰可： ．発熱 49．発熱と発疹、エビデンスに基づく感染症治療マニュアル (監訳）平松啓一 (発

行）丸善株式会社：東京：319-329、2002

55．迎 寛、宮崎泰可： ．発熱 50．発熱と腎移植患者、エビデンスに基づく感染症治療マニュアル (監訳）平松
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一 (発行）丸善株式会社：東京：367-374、2002

58．宮崎正信、河野 茂：高血圧の症状と合併症―症状と臓器障害―、高血圧がよくわかるＱ＆Ａ 107 (編者)富野康

日己 (発行）医歯薬出版：東京：71-83、2002

59．阿部克成、宮崎正信、河野 茂：In situハイブリダイゼーション（第１回）、Nephrology Frontier,1:67-72,2002

60 宮崎正信、河野 茂：紫斑病性腎炎―成人の場合― よくわかる慢性腎炎・ネフローゼのマナジメント、医薬ジャー
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61．原田孝司、本多正幸、河野 茂：事故・ニアミス報告制度―その実践と課題、透析医療におけるリスクマネージメ

ントの実際．日本メディカルセンター．65-72．2002．
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Ｂ-ｄ

１．千々岩理佐、谷岡 一、高森謙一、塩澤純一、原口増穂、浅井貞宏：当院における自己免疫性肝炎症例の検討、佐
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原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 SCI  B-ａ B-ｂ B-ｃ B-ｄ 合計 総 計

2002 63 4 0 0 67 54 47 88 62 1 198 265

学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2002 0 0 20 20 3 4 105 112 132

原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2002 0.253 6.700 0.806 5.400

Impact factor値一覧

Impact factor １教官当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2002 142.556 14.256 2.640
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側人工膝関節置換術（術中経食道的心エコー下の右心系モニタリング所見について）．九州リウマチ 21：43-45、

2002

５ 川嶋千明、恒任 章、吉牟田剛、品川達夫、吉田和朗：4F＋5F親子カテーテル・シースレス・アプローチによる IVUS

および PCIの試み．Japanese Journal of Interventional Cardiology 17:284-288,2002

６．須賀美奈子、木下郁夫、森 秀樹：心房細動を有し小脳梗塞で入院中に発症した脾梗塞．神経内科 56：102-103、

2002

７．森田茂樹、陰山 寛、森 秀樹、青井 渉、江島英理：偽性副甲状腺機能低下症タイプ Ibの姉妹例．内科 89：

993-995、2002

８．三馬 聡、木下郁夫、鈴木伸明、迫 稔、森 秀樹：短時間の臥床により肺塞栓症をひき起こした多系統萎縮症．

神経内科 57：81-84、2002

９．石崎正彦、森 秀樹：汎血球減少を伴う骨髄異型性症候群患者における PTCAの経験．Jpn J Interv Cardiol 17:

402-406,2002

10．松本吏弘、濱田久之、宿輪三郎、長岡 栄、眞鍋英二、江崎宏典、向原茂明、伊東正博、矢野右人：経人口肛門的

薬物療法（サラゾスルファピリジン、エカベトナトリウム）が著効を示した腸管ベーチェット病の１例．国立病院

長崎医療センター医学雑誌 ５：58-61、2002

11．鎌田理嗣、江崎宏典、濱田久之、長岡 栄、粉川洋幸、長倉竜士、伊東正博：突然死を来たしたアミロイドーシス

の一剖検例．国立病院長崎医療センター医学雑誌 ５：53-57、2002

12．平山美奈子、吉田真一郎、一瀬克浩、澤山 靖、長岡 栄、濱田久之、樅田三郎、江崎宏典、向原茂明：塩酸チク

ロピジンによる血栓性血小板減少性紫斑病の一例．国立病院長崎医療センター医学雑誌 ５：50-52、2002

13．重藤寛史、田村拓久、大矢 寧、小川雅文、川井 充：洞機能異常をみとめた顔面肩甲上腕型筋ジストロフィーの

１例．臨床神経学 42：881-884、2002

Ｂ-ｂ

１．小宮憲洋、矢野捷介：T wave alternanas,late potentialsとは．Heart View 6:104-109,2002

２．矢野捷介：日本内科学会生涯教育講演会―心房細動の臨床―．日本内科学会雑誌 91：116-121、2002

３．鈴木 伸：心臓病・高血圧シリーズ39）脳血管障害とレニン・アンジオテンシン系．長崎県医師会報 672：89-92、

2002

４．鈴木 伸：心臓病・高血圧シリーズ40）拡張不全．長崎県医師会報 673：39-43、2002
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５．鈴木 伸、片山敏郎、中嶋 寛：心臓病・高血圧シリーズ41）たこつぼ型心筋症．長崎県医師会報 674：97-99、

2002

６．吉岡 恵、尾田恵津子、大久保浩子、木崎嘉久、深江学芸、陣林伯男：CAGのクリニカルパスと虚血性心疾患手帳

の連携．月刊かんごきろく 12：10-19、2002

７．矢野捷介：医療リスクマネージメントのためのマニュアル作成．医学のあゆみ 201：211-214、2002

８．戸田源二、矢野捷介：脳波速度の臨床―虚血性心疾患―．脈波速度 小澤利男、増田善昭編集 メジカルビュー社

東京 64-70、2002

９．松尾清隆、矢野捷介：Brugada症候群―致死性不整脈の予防と対策：発症機序、薬物治療、非薬物治療―．日本臨

牀 60：1408-1414、2002

10．中尾功二郎、矢野捷介：徐脈があればペースメーカー？ 成人病と生活習慣病 32：853-855、2002

11．矢野捷介：特集：致死性不整脈治療の最新情報―序文―．循環器科 52：265-266、2002

12．松尾清隆、矢野捷介：Brugada症候群の疫学、診断および治療．循環器科 52：299-308、2002

13．小宮憲洋、矢野捷介： 群抗不整脈薬（アンカロン、ソタコール、シンビット）．Medicina 39:74-75,2002

14．小宮憲洋、矢野捷介： 群抗不整脈薬（ベプリコール、ワソラン）．Medicina 39:76-77,2002

15．戸田源二、矢野捷介：冠動脈硬化疾患と PWV．Arterial Stiffnessの臨床―動脈壁硬化と PWV― 西沢良記監修

メディカルレビュー社 大阪 79-84、2002

16．小出優史、矢野捷介：病態からみた診断・治療の進めかた―心筋梗塞と不整脈―．Medical Practice 19:2033-2038,

2002

17．戸田源二：心機能低下患者の運動療法．理学療法探求 ６：1-7、2002

18．向原茂明、江崎宏典：卒後初期臨床研修―指定病院の立場から．現代医療 34：1659-1663、2002

19．鈴木 伸：循環器薬の使い方・治療/最新の知見と EBM に基づいた薬の使いかたの実際：ジギタリス製剤―匙加減

から EBM へ―．Medical Practice 19:763-767,2002

20．鈴木 伸：心臓病・高血圧シリーズ42）β遮断薬の臨床．長崎県医師会報 675：41-47、2002

21．鈴木 伸：心臓病・高血圧シリーズ43）臓器障害を合併する高血圧、難治性高血圧および悪性高血圧の治療．長崎

県医師会報 676：85-92、2002

22．鈴木 伸：心臓病・高血圧シリーズ44）睡眠時無呼吸症候群（SAS）と循環器疾患．長崎県医師会報 677：

61-64、2002

23．本田幸治、片山敏郎、中嶋 寛、鈴木 伸：心臓病・高血圧シリーズ45）アミロイドーシスと心病変―第１回循環

器症例検討会より―．長崎県医師会報 678：51-55、2002

24．鈴木 伸：心臓病・高血圧シリーズ46）二次性高血圧 全国集計と自験例．長崎県医師会報 679：107-112、2002

25．本田幸治、片山敏郎、中嶋 寛、米倉 剛、安藤優子、鈴木 伸：心臓病・高血圧シリーズ 第２回循環器症例検

討会47）たこつぼ型心筋障害の診断について―当院症例を中心に―．長崎県医師会報 680：55-63、2002

26．鈴木 伸：心臓病・高血圧シリーズ48）狭心症の診断―安定狭心症を中心に―．長崎県医師会報 681：48-53、2002

27．本田幸治、片山敏郎、中嶋 寛、米倉 剛、安藤優子、鈴木 伸：心臓病・高血圧シリーズ49）心房細動と左房内

血栓―経胸壁エコーで見られた左房内球状血栓の３症例を中心に―．長崎県医師会報 682：79-83、2002

28．鈴木 伸：心臓病・高血圧シリーズ50）動脈硬化の非侵襲検査．長崎県医師会報 683：65-69、2002

29．矢野捷介：最近の不整脈薬物治療について思うこと．心電図 22：549-550、2002

30．早野元信：労働福祉事業団が毎年行っている海外巡回医療相談に参加して．長崎県医師会報 683：43-52、2002

31．鳥山 史、有馬優子、森 秀樹：PTCA後の背部放射線皮膚炎．内科 90：1147、2002

Ｂ-ｃ

１．矢野捷介：Sicilian Gambitに基づく抗不整脈薬の分類．TODAY’S THERAPY 2002．医学書院 230-232、2002

２．矢野捷介：第18回日本心電学会学術集会ファイアサイドカンファレンス：心房細動治療のトータルマネージメント．

Medical Tribune 35:22-23,2002

３．中尾功二郎、矢野捷介：不整脈―洞不全症候群―．循環器疾患最新の治療2002―2003．南江堂 299-302、2002

４．矢野捷介：心房細動の診断と治療．循環器診療二頁の秘訣．金原出版 230-231、2002

５．松尾清隆：診察室―ポックリ病の正体判明？―．日経ビジネス 1133：86、2002

６．矢野捷介：シンポジウム：心房細動のリスク管理―診断の進め方―．日経メディカル 31： 139-143、2002

７．早野元信：推薦処方とその解説 Torsades de pointes 不整脈への対応 専門医に学ぶ治療の実際．今月の治療

10：98-99、2002

８．矢野捷介、瀬戸信二、戸田源二、芦澤直人、磯本正二郎：大学病院変革期での荒波の航海、「For the patient, not
 

for yourself」の診療ポリシーで舵取りを担う．Medical Tribune 35:4-5,2002

９．戸田源二、矢野捷介：日経メディクイズ―心電図―．日経メディカル 415：71-72、2002

10．磯本正二郎：研究室紹介―長崎大学大学院医歯薬学総合研究科循環病態制御内科学（第三内科）．血圧 ９：

1234-1235、2002
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11．早野元信：診療科インフォメーション 循環器科>．診療連携広報誌ろうさいだより ８：３、2002

12．早野元信：就任後挨拶．診療連携広報誌ろうさいだより ９：３、2002

13．早野元信：診療科インフォメーション 循環器科>．ろうさい広場 12（夏季号）、2002

Ｂ-ｄ

１．土居寿志：平成12年度長崎県医師会医学研究助成金・報告―心筋 L-type Ca channel α1c subunitの構造及び機

能の解析―．長崎県医師会報 374：65-66、2002

２．福留隆泰、松尾秀徳、澁谷統壽、谷田部可奈、重山俊喜、川村 潤、石原傳幸、田村拓久：筋強直性ジストロフィー

の脳性ナトリウム利尿ペプチド．平成11―13年度厚生労働省精神･神経疾患研究委託費 筋ジストロフィー症の遺伝

相談法及び病態に基づく治療法の開発に関する研究研究報告書 302、2002

３．田村拓久、後藤公文、松尾秀徳、澁谷統壽：Duchenne 型筋ジストロフィーの心筋障害の指標．平成11―13年度厚

生労働省精神･神経疾患研究委託費 筋ジストロフィー症の遺伝相談法及び病態に基づく治療法の開発に関する研

究研究報告書 226、2002

４ 田村拓久：３年間のまとめ．平成11―13年度厚生労働省精神･神経疾患研究委託費 筋ジストロフィー症の遺伝相談

法及び病態に基づく治療法の開発に関する研究研究報告書 74-76、2002

５．福留隆泰、澁谷統壽、田村拓久：筋ジストロフィー患者へのクレアチン投与の試み．平成11―13年度厚生労働省精

神・神経疾患研究委託費 筋ジストロフィー症の遺伝相談法及び病態に基づく治療法の開発に関する研究研究報告書

303、2002

６．福留隆泰、澁谷統壽、田村拓久：mdxマウスの神経筋伝達に及ぼすプレドニゾロン長期投与の作用．平成11―13年

度厚生労働省精神･神経疾患研究委託費 筋ジストロフィー症の遺伝相談法及び病態に基づく治療法の開発に関す

る研究研究報告書 277、2002

７．口石智秀、永田光二郎、福留隆泰、田村拓久、澁谷統壽：デュシェンヌ型筋ジストロフィーにおける胸郭可動域訓

練の作用について．平成14年度厚生労働省精神・神経疾患研究委託費 筋ジストロフィーのケアシステムとQOL向

上に関する総合的研究報告書（４班) 2002

８．寺井美智子、仁田美由喜、朝田智美、岡本充子、朝永カホル、田村拓久、澁谷統壽：成人筋ジストロフィー病棟に

おけるボランティア導入 患者のプライバシーを配慮した個人カードの作成 ．平成14年度筋ジストロフィーのケ

アシステムとQOL向上に関する総合的研究（筋ジス研究福永班）

原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 SCI  B-ａ B-ｂ B-ｃ B-ｄ 合計 総 計

2002 21 1 0 0 22 16 13 31 13 8 65 87

学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2002 0 0 12 12 7 1 124 132 144

原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2002 0.253 2.750 0.727 2.000

Impact factor値一覧

Impact factor １教官当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2002 58.450 7.306 3.653
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Ａ 欧 文

Ａ-ａ

１．Fujimaru K,Imamura A,Tsujita T,Uraguchi M,Hashida A,Mori T,Matsumoto S,Matsumoto S,Okazaki
 

Y& Nakane Y:Minor Physical Anomalies in Japanese Patients with Schizophrenia.Acta Medica Nagasakien-

sia 47:133-137,2002〇

２．Kayashima T,Matsuo H,Satoh A,Ohta T,Yoshiura K,Matsumoto N,Nakane Y,Niikawa N,Kishino T:

Nonaka myopathy is caused by mutations in the UDP-N-acetylglucosamine-2-epimerase/N-acetylman-

nosamine kinase gene(GNE).J Hum Genet 47:77-79,2002

３．Honda S,Shibata Y,Mine M,Imamura Y,Tagawa M,Nakane Y& Tomonaga M:Mental health conditions
 

among atomic bomb survivors in Nagasaki.Psychiatry and Clinical Neurosciences 56:575-583,2002

４．Kayashima T,Katahira M,Harada N,Miwa N,Ohta T,Yoshiura K,Matsumoto N,Nakane Y,Nakamura
 

Y,Kajii T,Niikawa N & Kishino T:Maternal isodisomy for 14q21-q24 in a man with diabetes mellitus.

American Journal of Medical Genetics 111:38-42,2002

５．Itoh T,Takahashi K,Shimanaga M & Nakane Y:Cognitive dysfunction,MRI findings and manganese levels
 

in alcoholics.Acta Medica Nagasakiensia 47:149-154,2002

６．Matsuo K,Kaibara M,Uezono Y,Hayashi H,Taniyama K& Nakane Y:Involvement of cholinergic neurons
 

in orexin-induced contraction of guinea pig ileum.European Journal of Pharmacology 452:105-109,2002

７．Matsumoto S,Sasaki T,Imamura A,Matsuo K,Kayashima T,Hashida A,Ono S,Tsujita T,Matsumoto S,

Nakane Y,外２名:HLA class I distribution in Japanese patients with schizophrenia.(日本人統合失調症患者に

おけるHLA class の分布)American Journal of Medical Genetics 114:42-45,2002

８．Nakane Y & Nakane H:Classification systems for psychiatric disorders currently used in Japan.Psychopath-

ology 35:191-194,2002

Ｂ 邦 文

Ｂ-ａ

１．本田純久、三根真理子、朝長万左男、中根允文、田川眞須子、柴田義貞；思い出し調査における記憶の確からしさ、

広島医学 55：187-189、2002

２．森 貴俊、藤丸浩輔、中根允文；クエチアピンにより数年来の不正性器出血（頻発月経）が改善した１例、Pharma
 

Medica 20(7):152-153,2002

３．池内 実、山脇成人、中根允文、松浦正明、吉田成人、竹崎嘉彦、ジュヌソウア・タマラ、笠置恵子、末永昌美、

早川式彦；東海村中性子線被爆事故における事故後ストレス障害調査研究、長崎医学会雑誌 77：280-283、2002

４．辻村 徹、中根允文；脳･神経系実験動物モデル～テクニック･方法論～気分障害・動物モデルの行動評価法、分子

精神医学 2(1)：62-67、2002

５ 藤丸浩輔、中根允文；ストレスによる精神障害―重度ストレス反応と適応障害―、脳の科学 24(3)：253-259、2002

６．藤丸浩輔、辻田高宏；一卵性双生児のゲノム不一致について、分子精神医学2(3)、2002

７．内村英幸、本藤久雄、本村啓介、植木裕司、橋本喜次郎、中根秀之、堤 哲之、 岳文、平野 誠、後藤玲央、

中原辰雄；フェンサイクリジン誘発最初期遺伝子発現に対するアデノシンA1受容体アゴニストN6-cyclopentyl-

adenosineの影響、精神薬療基金研究年報（大阪)34：146-153、2002

８．平石久子、松下 定、松尾静子、亀崎幸子、金井田文恵、中根秀之；うつ・クリティカルパスの開発―効果と問題

点―、精神保健 46：104、2002

９．木下裕久、中根允文；初回エピソード精神分裂病の転帰、Schizophrenia Frontier 3:14-18,2002

Ｂ-ｂ

１．菊池美紀、木下裕久、石崎裕香、中根秀之、中根允文；「統合失調症（精神分裂病）の疫学、経過」、Pharma Medica
 

20(11):13-17,2002

２．中根秀之、中根允文；うつ病の疫学、カレントテラピー 20(3)：220-225、2002

３．中根允文、中根秀之；精神医学研究とアジアの交流、臨床精神医学 31：755-763、2002

４．田崎美弥子、松田正己、中根允文；日本人にとって〝スピリチュアル"とは何か―WHO質的調査から える、看護

学雑誌 66：172-176、2002
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５．中根允文；変貌する現代社会とうつ病、教育と医学 50：388-396、2002

６．中根允文；被爆者に対する精神・心理学的アプローチとケア、広島医学 55：133-137、2002

７．中根允文；若き精神科医・精神医学者への希望と期待、精神神経学雑誌 104：358-360、2002

８．中根允文；研修医への精神医学教育の重要性を訴える理由、日本精神科病院協会雑誌 21：1097-1100、2002

９．中根允文；自然災害と PTSD、臨床精神医学 31(増刊号)：125-130、2002

10．辻村 徹；中高年のこころの病気―予防対策と治療法について―、平成14年度長崎大学公開講座―生き生き健康ラ

イフ講座 ―：pp15-20、2002

11．今村明、岡崎祐士；精神分裂病の病態の変化～最近の知見～、医薬ジャーナル 38：983-986、2002

12．今村明、森 貴俊、辻田高宏、中根允文、岡崎祐士；統合失調症の病前性格と脆弱性、精神科 1：269-274、2002

Ｂ-ｃ

１．菊池美紀、木下裕久、道辻俊一郎、宇都宮浩、中根允文； 精神分裂病の性・年齢分布」、精神障害の予防をめぐる

最近の進歩（小椋 力 編）、星和書店、東京：pp148-149、2002

２．今村 明、藤丸浩輔、辻田高宏、中根允文、浅香昭雄、岡崎祐士； 胎生期・周産期のストレス指標と精神分裂病と

の関係」、精神障害の予防をめぐる最近の進歩（小椋 力 編）、星和書店、東京：pp39-41、2002

３ 林田雅希、中根允文； 精神、神経系 ４．催眠鎮静薬･抗不安薬 ５．抗精神病薬・抗うつ薬」、治療薬Up-to-Date
 

2002（矢崎義雄 監修、松澤佑次・永井良三・奥村勝彦 編集）、メディカルレビュー社、大阪：pp19-52、2002

４．石崎裕香、中根允文、田崎美弥子； 日本におけるWHOQOL：WHOQOL-26の一般人口における特徴」、精神疾患

とQOL（中根允文 監修）、メディカル・サイエンス・インターナショナル、東京：pp277-291、2002

５．田崎美弥子、中根允文、Santosh Chaturvedi、Vera Golimbet、Ramona Lucas、片岡真理、高良弘子、宮岡悦良；

「在宅痴呆老人介護者のQOL：ある共同研究の結果」、精神疾患とQOL（中根允文 監修）、メディカル・サイエン

ス・インターナショナル、東京：pp293-315、2002

６．木下裕久、宇都宮浩、菊池美紀、今村芳博、中根秀之、石崎裕香、中根允文； 精神分裂病発症とライフイベン

ト」、精神障害の予防をめぐる最近の進歩（小椋 力 編）、星和書店、東京：pp150-151、2002

７．中根允文； 学童・生徒における心の問題の現れ方―抑うつとその自己評価尺度」、現代人の心の支援シリーズ ２児

童期：知と感性をそだてる（教育と医学の会 編）、慶應義塾大学出版会、東京：pp147-157、2002

８．中根允文； 不安神経症からパニック障害へ」、パニック障害治療のストラテジー（上岡国利・中根允文 編）、先端

医学社、東京：pp2-12、2002

９．辻村 徹；再発防止のための長期的フォローアップ対策、パニック障害治療のストラテジー（上島国利・中根允文

編）、先端医学社、東京：pp165-175、2002

10．中根允文、岡崎祐士、神庭重信 編集；The American Journal of Psychiatry 日本語版 vol.2 No.1, Blackwell
 

Science Japan,2002

11．中根允文、岡崎祐士、神庭重信 編集；The American Journal of Psychiatry 日本語版 vol.2 No.2, Blackwell
 

Science Japan,2002

12．中根允文（監修）；精神疾患とQOL、メディカル・サイエンス・インターナショナル、東京、2002

13．高木隆郎、M.ラター、E.ショプラー、中根允文、奥野宏二、門眞一郎、石坂好樹、古元順子 編；自閉症と発達障

害研究の進歩 2002/vol.6 特集 早期診断、星和書店、東京、2002

14．上岡国利、中根允文 編集；パニック障害治療のストラテジー、先端医学社、東京、2002

Ｂ-ｄ

１．中根允文（主任研究者）；厚生科学研究費補助金（障害保健福祉総合研究事業）、「青少年の精神・行動障害に関わる

精神科医療プログラムの研究」、平成13年度総括・分担研究報告書、2002

２．中根允文（主任研究者）；平成13年度厚生科学研究費補助金（統計情報高度利用総合研究事業）、「保健福祉動向調査

において実施した CES-D調査の解析」、研究報告書、2002

３．林田雅希、中根允文、本田純久、柳川剛憲、柴田義貞；急性精神病エピソード症例の日本語版薬物治療アルゴリズ

ム適用後転帰調査、厚生労働省精神・神経疾患研究委託費、「感情障害の薬物治療ガイドライン作成とその実証的研

究」（主任研究者 本橋伸高）、総括研究報告書：pp81-85、2002

４．竹本泰一郎（研究代表者）、中根允文、太田保之、千住秀明、和泉 喬、青柳 潔；噴火災害による地域社会の崩壊

と再建を巡る健康影響、課題番号10470110、平成10年度～13年度科学研究費補助金（基盤研究Ｂ-２）研究成果報告

書、2002

５．竹島 正、立森久照、中根允文、三宅由子；こころの健康調査の推進体制と研究倫理の確保に関する研究、平成13

年度厚生科学研究費補助金（障害保健福祉総合研究事業）、「こころの健康に関する疫学調査の実施方法に関する研

究」（主任研究者 吉川武彦）、研究報告書：pp51-56、2002

６．中根允文；疫学研究実施に当たって倫理的側面に関する関連学会代表者との意見交換、平成13年度厚生科学研究費
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補助金（障害保健福祉総合研究事業）、「こころの健康に関する疫学調査の実施方法に関する研究」（主任研究者 吉

川武彦）、研究報告書：pp57-75、2002

７．大野 裕、中根允文、川上憲人、坂本真士、田中江里子；こころの健康調査実施における協力体制の整備に関する

研究、平成13年度厚生科学研究費補助金（障害保健福祉総合研究事業）、「こころの健康に関する疫学調査の実施方

法に関する研究」（主任研究者 吉川武彦）、研究報告書：pp77-82、2002

８．中根允文；精神保健に関わる地域調査への被験者の協力度についての 察、平成13年度厚生科学研究費補助金（障

害保健福祉総合研究事業）、「こころの健康に関する疫学調査の実施方法に関する研究」（主任研究者 吉川武彦）、研

究報告書：pp87-99、2002

９．辻田高宏（研究代表者）、新川詔夫、吉浦孝一郎、中根允文、山下秀次；一卵性双生児自閉症不一致例のゲノム差異

の検出とクローニング、平成12年度～13年度科学研究費補助金（基盤研究Ｃ-２）研究成果報告書、2002

10．有波忠雄、稲田俊也、神庭重信、染矢俊幸、丹羽真一、辻田高宏、樋口輝彦、三国雅彦；厚生科学研究費補助金（脳

科学研究事業）、「機能性精神疾患の系統的遺伝子解析に関する研究」（主任研究者 吉川武男）、平成13年度総括・分

担研究報告書、2002

原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 SCI  B-ａ B-ｂ B-ｃ B-ｄ 合計 総 計

2002 ８ ０ ０ ０ ８ ６ ９ 12 14 10 45 53

学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2002 １ １ ６ ８ ２ ２ ９ 13 21

原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2002 0.151 1.000 0.75 0.75

Impact factor値一覧

Impact factor １教官当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2002 11.146 1.393 1.858
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Ａ 欧 文

Ａ-ａ

１．Moriuchi M,and Moriuchi H:In vitro reactivation of HIV-1 by stimulation with herpes simplex virus infection.

Sex Transm Dis 29:308-9,2002

２．Moriuchi M,and Moriuchi H:Transforming growth factor-βenhances Human T-Cell Leukemia Virus Type
 

I Infection.J Med Virol 67:427-430,2002

３．Moriuchi M,Moriuchi H,Mon H M,and H Kanbara:Dichotomous effects of Plasmodium falciparum antigens
 

on expression of human immunodeficiency virus(HIV)co-receptors on and infectability by HIV of CD4＋ T
 

cells.J Infect Dis 186:1194-1197,2002

４．Nishikii Y,Nakatomi A,Doi T,Oka S,and Moriuchi H:Favorable outcome in a case of perinatal enterovirus
 

71 infection.Pediatr Infect Dis J 21:886-887,2002

５．Izumi K,Yun C,Miyake N,Okada M,Kamitamari A,Moriuchi H:Congenital acute lymphoblastic leukemia
 

presenting as obstructive jaundice.Med Pediatr Oncol 38:72,2002

６．Okada M,Jeang KT:Differential requirements for activation of integrated and transiently transfected human
 

T-cell leukemia virus type 1 long terminal repeat.J Virol 76(24):12564-73,2002

７．Okada M, Itoh Mi M,Haraguchi M,Okajima T, Inoue M, Oishi H, Matsuda Y, Iwamoto T, Kawano T,

Fukumoto S,Miyazaki H,Furukawa K,Aizawa S,Furukawa K:Related Articles,Links b-series Ganglioside
 

deficiency exhibits no definite changes in the neurogenesis and the sensitivity to Fas-mediated apoptosis but
 

impairs regeneration of the lesioned hypoglossal nerve.J Biol Chem 18;277(3):1633-6,2002

８．Inoue M,Fujii Y,Furukawa K,Okada M,Okumura K,Hayakawa T,Furukawa K,Sugiura Y:Refractory skin
 

injury in complex knock-out mice expressing only the GM3 ganglioside.J Biol Chem 16;277(33):29881-8,

2002

９．Teshima H,Tobita K,Yamamura H,Takeda A,Motomura H,Nakazawa M:Cardiovascular effects of a
 

phosphodiesterase III inhibitor,amrinone,in infants:Non-invasive echocardiographic evaluation.Pediatr Int
 

44:259-263,2002

10．Ohgi S,Fukuda M,Moriuchi H,Kusumoto T,Akiyama T,Nugent JK,Brazelton TB,Arisawa K,Takahashi
 

T, Saitoh H:Comparison of kangaroo care and standard care:behavioral organization, development, and
 

temperament in healthy,low-birth-weight infants through 1 year.J Perinatol 22:374-379,2002

11．Ida T,Harada N,Abe K,Kondoh T,Yoshinaga M,Maki T,Niikawa N:Identification of de novo chromosome
 

rearrangements:Five cases analyzed with differential chromosome painting.Am J Med Genet 108,182-186,

2002

12．Kurotaki N,Imaizumi K,Harada N,Masuno M,Kondoh T,Nagai T,Ohashi H,Naritomi K,Tsukahara M,

Makita Y,Sugimoto T,Sonoda T,Hasegawa T,Chinen Y,Tomita H,Kinoshita A,Mizuguchi T,Yoshiura
 

K,Ohta T,Kishino T,Fukushima Y,Niikawa N,Matsumoto N:Haploinsufficiency of the NSD1 gene causes
 

Sotos syndrome.Nat Genet 30(4):365-6,2002

13．Kondoh T, Matsumoto T, Izumi S, Niikawa N, Moriuchi H, Ishimaru T:Genetic Counseling System in
 

Nagasaki University Hospital and Genetic Services in Nagasaki Prefecture－Now and Future.Clin Pediatr
 

Endocrinol 11:1-7,2002

14．Shinozaki K,Kanegane H,Matsukura H,Sumazaki R,Tsuchiba M,Makita M,Kimoto Y,Kanai R,Tsumura
 

K,Kondoh T,Moriuchi H,Miyawaki T:Activation-dependent T-cell expression of the X-linked lympho-

proliferative disease gene product SAP and its assessment for patient detection.International Immunology 14:

1215-1223,2002

15．Harada N,Takano J,Kondoh T,Ohashi H,Hasegawa T,Sugawara H,Ida T,Yoshiura K,Ohta T,Kishino
 

T,Kajii T,Niikawa N,Matsumoto N:Duplication of 8p23.2:A Benign Cytogenetic Variant?Am J Med Genet
 

111:285-288,2002

16．Harada N,Shimokawa O,Nagai T,Kato R,Kondoh T,Niikawa N,Matsumoto N:A 4-Mb critical region for
 

intrauterine growth retardation at 15q26.Clin Genet 62:340-342,2002

17．Hamada A,Kondoh T,Kamei T,Tominaga N,Tsuru A,Matsumoto T,Matsuzaka T,Moriuchi H:Protein

-losing enteropathy complicated with recurrent convulsions and developmental delay in a 4-month-old boy.

Pediatr Int 44(6):686-689,2002

小 児 科 学
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Ｂ 邦 文

Ｂ-ａ

１．間 智子、江頭昌典、伊藤雅樹、今村善彦、漢 由華、漢 伸彦、高柳俊光、久野健夫、木下英一、馬場常嘉、森

内浩幸；中枢性甲状腺機能低下症に移行した新生児一過性甲状腺機能亢進症の１例 日児誌 106：1020-1024、

2002

２．間 智子、江頭昌典、伊東雅樹、今村善彦、漢 由華、漢 伸彦、高柳俊光、久野建夫、木下英一、馬場常嘉、森

内浩幸；中枢性甲状腺機能低下症に移行した新生児一過性甲状腺機能亢進症の１例．日本小児科学会雑誌．106：

1020-1024、2002

３．高柳俊光、西 奈津子、光武伸祐、山口朋奈、漢 伸彦、江頭昌典、青木幹弘、吉永宗義；生後24時間以内に症候

性の高カリウム血症をきたした成熟児の２例 日本新生児学会雑誌 38；833-836、2002

４．久保田敏昭、鬼塚尚子、戸栗一郎、仙波晶子、田川正人、松尾幸司、吉永宗義；出生体重1500ℊ未満の低出生体重

児における未熟児網膜症の発症と治療成績 臨床眼科 56(11)：1607-1610、2002

Ｂ-ｂ

１．田中 摂、松尾光弘、近藤達郎、上谷雅孝、松本 正、松坂哲應、川口幸義、森内浩幸；両側大腿部～臀部の広範

な脂肪変性等を伴う Caudal Regression Syndromeの一女児例 第13回日本整形外科学会 骨系統疾患研究会記録

集：45-46、2002

２．白川利彦、近藤達郎、高橋立子、中山雅弘、楠本 隆、松平宗典、木下英一、宮本正史、増崎英明、上谷雅孝、森

内浩幸；著明な頭蓋骨低形成を合併した Renal tubular dysgenesisの一男児例 第13回日本整形外科学会 骨系統

疾患研究会記録集：47-48、2002

３ 清水貴士、近藤達郎、木下英一、森内浩幸、西村 玄、池田敏之、池川志郎；Progressive pseudorheumatoid dysplasia

４家系５症例におけるWISP3遺伝子解析 第13回日本整形外科学会 骨系統疾患研究会記録集：53-55、2002

４．近藤達郎、松本 正；プライマリーヘルスケアと遺伝カウンセリング ゲノム医学 ２(5)：79-84、2002

５．近藤達郎；遺伝子診療の現状 臨床病理 50(12)：1107-1116、2002

６．本村克明、木下英一；アンドロゲン受容体異常症、エストロゲン受容体異常症、アロマターゼ欠損症 小児科診療

65：1571-1578、2002

７．木下英一；PIT1異常症と類似疾患 小児内科 34：578-583、2002

８．木下英一；原発性性腺機能低下症 ホと臨 50：991-997、2002

９．木下英一；家族性、散発生頭蓋骨早期癒合症における FGFレセプター遺伝子の解析 成長科学協会研究年報

237-246、2002

10．木下英一；DAX-1異常症に起因する病態 日本臨床 60：391-396、2002

11．山本浩一；マイコプラズマ肺炎 平戸市広報誌 2002、12月 p５

12．森内浩幸；はしか からだの科学 223：130-134、2002

13．上玉利彰、森内浩幸；小児の発熱 カレントテラピー 20：23-27、2002

14．森内浩幸；小児の治療指針 抗菌薬の使い方 小児科診療 65 suppl：175-178、2002

15．森内浩幸；HTLV-1,2感染症 小児科学第２版（白木和夫・前川喜平 監修：医学書院）．p.565-567、2002

16．森内浩幸；母子ウイルス感染の診断と予防治療：HIVとHTLVの経母乳感染 日本小児科学会雑誌 106：

1207-1210、2002

17．高柳俊光；病院小児科（医）の将来は？―「小児の救急医療体制」に対する―病院小児科医の 察 医界佐賀 948：

44-45、2002

18．松尾光弘、長岡珠緒、川崎千里、松坂哲應；持続性てんかん発射と認知障害の関連性 脳と発達 34(Suppl)：

125、2002

19．松尾光弘、松坂哲應；レンノックス症候群 小児科診療 Ｑ＆Ａ 追録35号：518-519、2002

Ｂ-ｃ

１．木下英一；成長障害のマネジメント 成長障害トピックス（成長にかかわる遺伝子群) 藤枝憲二編：医薬ジャーナ

ル社 2002

２．森内浩幸：抗ウイルス剤・抗寄生虫剤 R-BOOK2000－小児感染症の手引き－（日本版） 岡部信彦監修：日本小

児医事出版社 2002
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Ｂ-ｄ

１．松本 正、清水貴士、津留陽；新規変異を示したＸ連鎖性副腎白質変性症の１例 長崎大学医学部保健学科紀要

15(1)：95-96、2002

２．山本浩一；先天性心疾患術後の感染性心内膜炎２例の臨床的検討 佐世保市立総合病院紀要 第27巻 p71-74

原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 SCI  B-ａ B-ｂ B-ｃ B-ｄ 合計 総 計

2002 17 ０ ０ ０ 17 16 4 19 2 2 27 44

学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2002 0 2 6 8 11 11 51 73 81

原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2002 0.386 1.7 0.941 1.6

Impact factor値一覧

Impact factor １教官当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2002 70.382 7.038 4.399

59

長崎大学医学部業績集 ２．研究業績



Ａ 欧 文

Ａ-ａ

１ Atsushi Nanashima,Hiroyuki Yamaguchi,Juan Eiki Nishizawa Takano,Kazuhiko Hatano,Shinichi Shibasa-

ki,Terumitsu Sawai,Toru Yasutake,Masayuki Obatake,Tohru Nakagoe,Hiroyoshi Ayabe:Application of
 

argyrophilic nucleolar organizer region(AgNOR)staining for cytology of biliary tract carcinomas,Journal
 

of Hepatobiliary Pancreat Surgery,9,485-489,2002

２．Atsushi Nanashima,Hiroyuki Yamaguchi,Shinichi Shibasaki,Hisakazu Shindo,Tohru Nakagoe,Hiroyoshi
 

Ayabe:Serum level of hyaluronic acid does not correlate with changes of hepatic volume after portal vein
 

embolization,Acta Medica Nagasakiensia,47,43-46,2002

３ Masashi Muraoka, Tadayuki Oka, Shinji Akamine, Masafumi Morinaga, Takeshi Nagayasu, Hiroyoshi
 

Ayabe:Less invasive surgery under VATS for synchronous bilateral lung cancers,Acta Medica Nagasakien-

sia,47,167-169,2002

４．Tohru Nakagoe, Hiroshi Ishikawa, Terumitsu Sawai, Takashi Tsuji, Kenji Tanaka, Shigekazu Hidaka,

Shinichi Shibasaki,Atsushi Nanashima,Hiroyuki Yamaguchi,Toru Yasutake:Type of operation does not
 

affect survival after non-curative resection for adenocarcinoma of the rectum at or below the peritoneal
 

reflection:a multivariate analysis,Acta Medica Nagasakiensia,47,139-144,2002

５．Tohru Nakagoe, Noriaki Itoyanagi, Yasushi Ikuta, Hiroyoshi Ayabe, Shinsuke Hara, Hiroshi Ishikawa,

Hiroyuki Minami,Kiyoyasu Fukushima:Preoperative serum levels of sialyl Lewis , sialyl Lewis ,and car-

cinoembryonic antigens as prognostic factors after resection for primary breast cancer, The Acta Medica
 

Nagasakiensia,47,37-41,2002

６．Keishu Yasuda,Hiroyoshi Ayabe,Hiroko Ide,Hisataka Yasui:Thoracic and cardiovascular surgery in Japan
 

during 2000:Annual report by the Japanese Association for Thoracic Surgery, The Japanese Journal of
 

Thoracic and Cardiovascular Surgery,50(9),398-412,2002

７．Arisawa K,Soda M,Shirahama S,Saito H,Takamura N,Yamaguchi M,Odagiri K,Nakagoe T,Suyama A,

Doi H:Geographic distribution of the incidence of adult T-cell leukemia/lymphoma and other malignancies
 

in Nagasaki prefecture,Japan,Japanese Journal of Clinical Oncology,32,301-306,2002

８．Atsushi Nanashima,Hiroyuki Yamaguchi, Terumitsu Sawai, Shinichi Shibasaki, Toru Yasutake, Takashi
 

Tsuji,Shigekazu Hidaka,Masaaki Jibiki,Tohru Nakagoe,Hiroyoshi Ayabe:Analysis of tumor morphology
 

in metastatic colorectal cancer:does this classification have any clinical significance?,Journal of Gastroenter-

ology,37,791-797,2002

９．Koichi Yoshikawa,Noriaki Tsubota,Ken Kodama,Hiroyoshi Ayabe,Toshihiko Taki,Takashi Mori(The
 

Study Group of Extended Segmentectom for Small Lung Tumors): Prospective study of extended seg-

mentectomy for small lung tumors:the final report,Ann Thorac Surg,73,1055-1059,2002

10．Norisato Mitsutake,H.Namba,K.Takahara,K.Ishigaki,J.Ishigaki,Hiroyoshi Ayabe,S.Yamashita:Tie-2
 

and angiopoietin-1expression in human thyroid tumors,Thyroid,12(2),95-99,2002

11．Ryusuke Terada, Toru Yasutake, Shirou Nakamura, Takashi Hisamatsu, Terumitsu Sawai, Hiroyuki
 

Yamaguchi,Tohru Nakagoe,Hiroyoshi Ayabe,Yutaka Tagawa:Clinical significance of nm23 expression and
 

chromosome 17numerical aberrations in primary gastric cancer,Medical Oncology,19(4),239-248,2002

12．Tohru Nakagoe,Terumitsu Sawai,Takashi Tsuji,Masaaki Jibiki,Atsushi Nanashima,Hiroyuki Yamaguchi,

Toru Yasutake,Hiroyoshi Ayabe,Kokichi Arisawa,Hiroshi Ishikawa,Difference in prognostic value between
 

sialyl Lewis and sialyl Lewis antigen levels in the preoperative serum of gastric cancer patients,Journal of
 

Clinical Gastroenterology,34,408-415,2002

13．Tohru Nakagoe, Kiyoyasu Fukushima, Kenji Tanaka, Terumitsu Sawai, Takashi Tsuji, Masaaki Jibiki,

Atsushi Nanashima,Hiroyuki Yamaguchi,Toru Yasutake,Hiroyoshi Ayabe,Kokichi Arisawa:Evaluation of
 

sialyl Lewis ,sialyl Lewis ,and sialyl Tn antigens expression levels as predictors of recurrence after curative
 

surgery in node-negative colorectal cancer patients,J.Exp.Clin.Cancer Res.,21(1),107-113,2002

14．Tohru Nakagoe,Kiyoyasu Fukushima,Noriaki Itoyanagi,Yasushi Ikuta,Tadayuki Oka,Takeshi Nagayasu,

Hiroyoshi Ayabe, Shinsuke Hara,Hiroshi Ishikawa,Hiroyuki Minami:Expression of ABH/Lewis-related
 

antigens as prognostic factors in patients with breast cancer,J.Cancer Res.Clin.Oncol.,128,257-264,2002

15．Tohru Nakagoe,Kiyoyasu Fukushima,Terumitsu Sawai,Takashi Tsuji,Masaaki Jibiki,Atsushi Nanashima,

Kenji Tanaka,Hiroyuki Yamaguchi,Toru Yasutake,Hiroyoshi Ayabe,Kokichi Arisawa,Hiroshi Ishikawa:

Increased expression of sialyl Lewis antigen as a prognostic factor in patients with stage 0,I,and II gastric
 

cancer,Cancer Letters,175,213-221,2002
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16．Tohru Nakagoe,Kiyoyasu Fukushima,Terumitsu Sawai,Takashi Tsuji,Masaaki Jibiki,Atsushi Nanashima,

Kenji Tanaka,Hiroyuki Yamaguchi,Toru Yasutake,Hiroyoshi Ayabe,Hiroshi Ishikawa:Increased expres-

sion of sialyl Lewis antigen in penetrating growth type A early gastric cancer, Journal of Experimental
 

Clinical Cancer Research,21,363-369,2002

17．Tohru Nakagoe,Terumitsu Sawai,Takashi Tsuji,Masaaki Jibiki,Atsushi Nanashima,Hiroyuki Yamaguchi,

Toru Yasutake,Hiroyoshi Ayabe:Minilaparotomy approach to terminal ileal Crohn’s disease,World Journal
 

of Surgery,26,721-725,2002

18．Tohru Nakagoe,Terumitsu Sawai,Takashi Tsuji,Masaaki Jibiki,Atsushi Nanashima,Hiroyuki Yamaguchi,

Toru Yasutake,Hiroyoshi Ayabe,Kokichi Arisawa,Hiroshi Ishikawa:Predictive factors for preoperative
 

serum levels of sialyl Lewis , sialyl Lewis and sialyl Tn antigens in gastric cancer patients, Anticnacer
 

Research,22,451-452,2002

19 Tohru Nakagoe, Hiroshi Ishikawa, Terumitsu Sawai, Takashi Tsuji, Kenji Tanaka, Hiroyoshi Ayabe:

Surgical technique and outcome of gasless video endoscopic transanal rectal tumour excision,British Journal
 

of Surgery,89,769-774,2002

20．Tohru Nakagoe,Terumitsu Sawai,Takashi Tsuji,Masaaki Jibiki,Atsushi Nanashima,Hiroyuki Yamaguchi,

Toru Yasutake,Hiroyoshi Ayabe,Tatuki Matsuo,Yutaka Tagawa:Prognostic value of expression of sialosyl

-Tn antigen in colorectal carcinoma and transitional mucosa,Digestive Diseases and Sciences,47,332-330,

2002

21．Hiroshi Yano,Takashi Tsuji,Masatoshi Haseba,Hideaki Komatsu,Shigekazu Hidaka,Terumitsu Sawai,

Hiroyuki Yamaguchi,Toru Yasutake,Tohru Nakagoe,Yutaka Tagawa:Elevated expression of poly(ADP

-Ribose)polymerase-1 associated with liver metastasis in colorectal cancer,Acta Medica Nagasakiensia,47,

111-115,2002〇

22．Masatoshi Haseba,Takashi Tsuji,Hiroshi Yano,Hideaki Komatsu,Shigekazu Hidaka,Terumitsu Sawai,

Toru Yasutake,Tohru Nakagoe,Yutaka Tagawa:Expression of vascular endothelial growth factor(VEGF)

-D and VEGF receptor-3 in colorectal cancer:relationship to lymph node metastasis,Acta Medica Nagasa-

kiensia,47,155-160,2002○

23．Takashi Tsuji, Terumitsu Sawai, Tohru Nakagoe, Hiroshi Yano, Masatoshi Haseba, Hideaki Komatsu,

Hisakazu Shindo,Hidetoshi Fukuoka,Shigekazu Hidaka,Shinichi Shibasaki,Atsushi Nanashima,Hiroyuki
 

Yamaguchi, Toru Yasutake, Hiroyoshi Ayabe:High level expression of platelet-derived endothelial cell
 

growth factor predicts good prognosis on colorectal cancer patients,Acta Medica Nagasakiensia,47,47-52,

2002.

Ａ-ｂ

１．Tohru Nakagoe:Use of minilaparotomy in the treatment of colonic cancer－Reply,British Journal of Surgery,

89,247-248,2002

Ｂ 邦 文

Ｂ-ａ

１．七島篤志、山口広之、柴崎信一、澤井照光、安武 亨、中越 享、綾部公 、長置健司、磯本 一、川添 薫：光

線力学的療法（PDT）を施行した肝門部胆管癌の３例の治療経験―第１報―、胆と膵、23(2)、129-134、2002

２．中越 享、辻 孝、澤井照光、綾部公 、石川 啓：脾弯曲部結腸癌に対する外科治療、第５回臨床解剖研究会

記録、２、50-51、2002

３ 辻 孝、澤井照光、林 洋子、山田義久、松本博文、宮崎拓郎、稲村幸雄、長嵜寿矢、中越 享、綾部公 ：Intermit-

tent pneumatic compressionを用いた消化器手術後の深部静脈血栓症・肺塞栓症の予防、日本消化器外科学会雑

誌、35(1)、24-29、2002

４．赤嶺晋治、岡 忠之、村岡昌司、永安 武、佐野 功、近藤正道、田川 泰、綾部公 ：開胸手術症例から見た胸

腺腫に対する胸腔鏡下手術の妥当性に関する検討、日本呼吸器外科学会雑誌、16(2)、101-105、2002

５．小型肺癌縮小手術 Study Group（良河光一、坪田紀明、綾部公 、児玉 憲、瀧 俊彦、森 隆）：肺野末梢型小

型非小細胞肺癌に対する縮小手術の意義―他施設共同 Prospective Studyの検討―、肺癌、42(2)、99-103、2002

６．澤井照光、辻 孝、山下秀樹、日高重和、福岡秀敏、柴崎信一、田中賢治、七島篤志、山口広之、安武 亨、中

越 享、綾部公 ：CPT-11肝動注＋UFT内服が有効であった直腸癌肝転移の２例、癌と化学療法、29(8)、

1469-1473、2002
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Ｂ-ｂ

１．岡 忠之：肺動脈形成術―漏れない、塞がらない再建、手術の工夫、手術、56(4)、514-521、2002

２．山口広之、中越 享、綾部公 、古賀成彦：腹壁吊り上げ法による腎・副腎摘出術、外科治療、86、297-301、2002

３．中越 享、澤井照光、辻 孝、綾部公 ：Double stapling techniqueを用いた直腸癌前方切除術、手術、56(6)、

723-727、2002

４．中越 享：イレウス、外科 増刊号、64(12)、64、2002

５．日高重和、安武 亨、綾部公 、田川 泰：CGHによるフッ化ピリミジン系抗がん剤耐性機構の解析、がんの薬剤

耐性診断の新展開、164-170、2002

６．綾部公 、永安 武、村岡昌司、赤嶺晋治、岡 忠之：非小細胞肺癌、臨床と研究、79(5)、774-778、2002

７．綾部公 ：下部気管切除再建における気管授動法、胸部外科、55(7)、554、2002

Ｂ-ｃ

１．永安 武、綾部公 ：胸腔穿刺・ドレナージに必要な解剖、麻酔科医に必要な局所解剖、高崎眞弓編、文光堂、

66-68、2002

Ｂ-ｄ

１．田川 泰、横山茂樹、井口 茂、中野裕之、浦田秀子、赤嶺晋治、岡 忠之：肺葉切除後ARDSに罹患した横隔神

経麻痺症例に対する統合ケアの必要性、長崎大学医学部保健学科紀要、15(2)、27-31、2002

２．田川 泰、浦田秀子、岡田純也、中野裕之、井口 茂、赤嶺晋治、岡 忠之、綾部公 ：気道狭窄に対するＴチュー

ブと Expanding Metallic Stent併用の長期挿入症例、長崎大学医学部保健学科紀要、15(1)、85-87、2002

３．田川 泰、浦田秀子、岡田純也、中野裕之、井口 茂、Todd Saunders、赤嶺晋治、岡 忠之、綾部公 ：広範囲

気道狭窄に対する術後ステント療法の現状と看護要点、長崎大学医学部保健学科紀要、15(1)、81-84、2002

原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 SCI  B-ａ B-ｂ B-ｃ B-ｄ 合計 総 計

2002 23 1 0 0 24 15 6 7 1 3 17 41

学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2002 0 0 15 15 1 7 87 95 110

原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2002 0.585 2.4 0.625 1.5

Impact factor値一覧

Impact factor １教官当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2002 25.55 2.555 1.703
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Ａ 欧 文

Ａ-ａ

１．Haraguchi M,Komuta K,Akashi A,Matsuzaki S,Furui J,Kanematsu T.Elevated IL-8 levels in the drainage
 

vein of resectable Dukes’C colorectal cancer indicate high risk for developing hepatic metastasis.Oncol Rep
 

2002;9:159-65.

２．Matsuo K.,Kuroki T.,Kitaoka F,Tajima Y.,Kanematsu T:Loss of Heterozygosity of Chromosome 16q in
 

Gallbladder Carcinoma.Journal of Surgical Research 2002;102:133-136. ○

３．Eguchi S,Matsuo S,Hidaka M,Azuma T,Yamaguchi S,Kanematsu T.:Impaction of a shrapnel splinter in
 

the common bile duct after migrating from the right thoracic cavity:report of a case.Surg Today 2002;32:383

-5.

４．Enjoji A et al,The Nagasaki Digestive Organ Cancer Chemotherapy Study Group Japan.: Combination
 

chemotherapy of 5-fluorouracil and low-dose cisplatin in advanced and recurrent gastric cancer.Anticancer
 

Res 2002;22:1135-9.

５．Taniguchi K,Yang P,Jett J,Bass E,Meyer R,Wang Y,Deschamps C,Liu W.Polymorphisms in the promoter
 

region of the neutrophil elastase gene are associated with lung cancer development.Clin Cancer Res 2002;8:

1115-20.

６．Kuroki T,Trapasso F,Shiraishi T,Alder H,Mimori K,Mori M,Croce CM.Genetic alterations of the tumor
 

suppressor gene WWOX in esophageal squamous cell carcinoma.Cancer Res 2002;62:2258-60.

７．Kuroda H,Ohtsuru A,Futakuchi M,Kawashita Y,Nagayama Y,Fukuda E,Namba H,Shirai T,Kanematsu
 

T,Yamashita S.:Distinctive gene expression of receptor-type tyrosine kinase families during rat hepatocar-

cinogenesis.Int J Mol Med 2002;9:473-80. ☆

８．Kuroki T.,Tajima Y.,Matsuzaki S.,Fukuda K.,Kitajima T.,Furui J.,and Kanematsu T.:Pre-and Intraoper-

ative Evaluation of Biliary System for Successful Laparoscopic Cholecystectomy in Porcelain Gallbladder
 

Patients.Hepatogastroenterology 2002;49:621-624.

９．Kuroki T.,Tajima Y.,Matsuzaki S.,Fukuda K.,Kitajima T.,Furui J.,and Kanematsu T.:Helicobacter pylori
 

Accelerates the Biliary Epithelial Cell Proliferation Activity in Hepatolithiasis.Hepatogastroenterology 2002;

49,648-651.

10．Kanda K,Nakayama T,Onizuka S,Tomioka T,Kanematsu T.:Expression of the Ets-1 proto-oncogene is
 

linked to cell differentiation of human hepatocellular carcinoma.Hepatogastroenterology 2002;49:747-51.

11．Ohno T,Kawano K,Sasaki A,Aramaki M,Tahara K,Etoh T,Kitano S.Antitumor and antivascular effects
 

of AC-7700,a combretastatin A-4 derivative,against rat liver cancer.Int J Clin Oncol 2002;7:171-6.

12．Ohno T, Kawano K, Yokoyama H, Tahara K, Sasaki A, Aramaki M, Kitano S. Microwave coagulation
 

therapy accelerates growth of cancer in rat liver.J Hepatol 2002;36:774-9.

13．Yanaga K,Kamohara Y,Takatsuki M,Furui J,Kanematsu T:Vertical portal vein clamping in right hepatic
 

lobectomy for liver donation or neoplasm.Liver Transplantation 2002;8:565-7.

14．Eguchi S,Yanaga K,Fujita F,Okudaira S,Furui J,Miyamoto M,Kanematsu T.:Living-related right lobe liver
 

transplantation for a patient with fulminant hepatic failure during the second trimester of pregnancy:report
 

of a case.Transplantation 2002;73:1970-1.

15．Eguchi S,Matsuo S,Hidaka M,Azuma T,Yamaguchi S,Hayashi T,Eguchi S,Kanematsu T.:Concomitant
 

triple lesions of adenocarcinoma, malignant lymphoma, and granular cell tumor of the stomach. J Clin
 

Gastroenterol 2002;35:107-9.

16．Taniguchi K,Roberts LR,Aderca IN,Dong X,Qian C,Murphy LM,Nagorney DM,Burgart LJ,Roche PC,

Smith DI, Ross JA, Liu W. Mutational spectrum of beta-catenin, AXIN1, and AXIN2 in hepatocellular
 

carcinomas and hepatoblastomas.Oncogene 2002 18;2:4863-71.

17． Ishigaki K, Namba H, Nakashima M, Nakayama T, Mitsutake N, Hayashi T, Maeda S, Ichinose M,

Kanematsu T,Yamashita S.:Aberrant localization of beta-catenin correlates with overexpression of its target
 

gene in human papillary thyroid cancer.J Clin Endocrinol Metab 2002;87:3433-40.

18．Nagata Y,Ono S,Matsuo M,Gnjatic S,Valmori D,Ritter G,Garrett W,Old L.J.,Mellman I.:Defferential
 

presentation of a soluble exogenous tumor antigen,NY-ESO-1,by distinct human dendritic cell populations.

Proc Natl Acad Sci USA 2002;99:10629-10634.

19．Makimoto N,Sakurai-Yamashita Y,Furuichi A,Kawakami S,Enjoji A,Kanematsu T,Taniyam K.:In vivo
 

assessment of acceleration of motor activity associated withacetylcholine release via 5-hydroxytryptamine4
 

receptor in dog intestine.Jpn J Pharmacol 2002;90:28-35. ☆
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20．Gnjatic S,Jａ ger E,Chen W,Altorki N,Matsuo M,Lee S-Y,Chen Q,Nagata Y,Atanackovic D,Chen Y-T,

Ritter G,Cebon J,Knuth A,Old L.J.CD8＋ T cell responses against a dominant cryptic HLA-A2 epitope after
 

NY-ESO-1 peptide immunization of cancer patients.Proc Natl Acad Sci USA 2002;99:11813-11818.

21．Yamaguchi J,Komuta K,Matsuzaki S,Okudaira S,Fujioka H,Kanematsu T.:Mode of infiltrative growth of
 

colorectal liver metastases is a useful predictor of recurrence after hepatic resection.World J Surg 2002;26:

1122-5.

22．Matsuo S, Eguchi S, Azuma T, Kanetaka K, Itoh S, Yamaguchi S, Obata S, Kanematsu T.:An unusual
 

perforation of the colon:report of two cases.Surg Today 2002;32:836-9.

23．Ahmad TA,Eguchi S, Yanaga K, Miyamoto S, Kamohara Y, Fujioka H, Furui J,Kanematsu T.:Role of
 

intrasplenic hepatocyte transplantation in improving survival and liverregeneration after hepatic resection in
 

cirrhotic rats.Cell Transplant 2002;11:399-402. ☆

24．Takatsuki M,Yanaga K,Okudaira S,Furui J,Kanematsu T.:Duct-to-duct biliary reconstruction in adult-to

-adult living donor livertransplantation.Clin Transplant 2002;16:345-9.

25．Isomoto H,Inoue K,Shikuwa S,Furusu H,Nishiyama T,Omagari K,Mizuta Y,Murase K,Murata I,Enjoji
 

A,Kanematsu T,Kohno S.:Five minute endoscopic urea breath test with 25 mg of(13)C-urea in themanage-

ment of Helicobacter pylori infection.Eur J Gastroenterol Hepatol.2002;14:1093-100.

26．Fukuda K,Kuroki T,Tajima Y,Tsuneoka N,Kitajima T,Matsuzaki S,Furui J,Kanematsu T.:Comparative
 

analysis of Helicobacter DNAs and biliary pathology in patients with and without hepatobiliary cancer.

Carcinogenesis.Carcinogenesis 2002;23:1927-31.

27．Yamaguchi J,Sakamoto I,Fukuda T,Fujioka H,Komuta K,Kanematsu T.:Computed tomographic findings
 

of colorectal liver metastases can be predictive for recurrence after hepatic resection.Arch Surg 2002;137:

1294-7.

28．Ando K,Higami Y,Tsuchiya T,Kanematsu T,Shimokawa I.Impact of aging and life-long calorie restriction
 

on expression of apoptosis-related genes in male F344 rat liver.Microsc Res Tech 2002;59:293-300.

29 Shigeto Maeda, Kazuo Shimizu, Shigeki Minami, Naomi Hayashida, Tamotsu Kuroki, Akira Furuichi,

Nozomu Sugiyama,Katsu Ishigaki, Ryuichiro Suto, Junichiro Furui, Takashi Kanematsu:Video-Assisted
 

Neck Surgery for Thyroid and Parathyroid Diseases.Biomed Pharmacother 2002;56:92s-95s.

30．Y.Ohno,H.Ishida,A.Hayashi,S.Kamagata,S.Hirobe and K.Ishii:The mean transit time and functional
 

image in asialoglycoprotein receptor scintigraphy.J Nucl Med 2002;43:1611-5.

Ａ-ｃ

１．Tajima Y.,Kitajima T.,Tsuneoka N.,Fukuda K.,Kuroki T.,.Ikematsu Y,Tomioka T.and Kanematsu T:

Developmental Process of Biliary Carcinoma Arising in Pancreaticobiliary Maljunction-Experimental Studies
 

Using a Hamster Model.In“Pancreaticobiliary Maljunction”ed.Y.Koyanagi and T.Aoki,1st Ed.,pp.219-227

(2002).

Ｂ 邦 文

Ｂ-ｂ

１．前田茂人、南 恵樹、黒木 保、林田直美、古井純一郎、兼松隆之：【内分泌外科 最近の進歩】甲状腺及び副甲

状腺疾患に対する内視鏡補助下頸部手術 日本外科系連合学会誌27巻１号 Page12-15

２．江口 晋、矢永勝彦、兼松隆之：【生体肝移植と画像 12年の成果と21世紀の展望】肝移植後の管理と血流評価 消

化器画像 ４巻２号 Page199-204

３．奥平定之、矢永勝彦、古井純一郎、兼松隆之：【肝切除術のコツ】手術 肝葉切除を開始する前にどこまでの血管

処置が望ましいか 臨床外科57巻５号 Page637-639

４．田島義証、福田顕三、常岡伯紹、黒木 保、古井純一郎、兼松隆之：日常診療の指針 肝内胆管癌予後良好例の術

前診断は可能か 外科治療86巻６号 Page1121-1122

５．福田顕三、田島義証、兼松隆之：膵切離法を える 膵切離・断端処理と膵消化管吻合】尾側膵切除における断端

処理 腹腔鏡下膵体尾部切除における膵切離と断端処理 外科64巻６号 Page647-651

６．鬼塚伸也、兼松隆之：膵癌に対する抗血管新生療法． 外科治療 87巻６号 Page665-667

７．田島義証、黒木 保、福田顕三、常岡伯紹、鬼塚伸也、古井純一郎、磯本一郎、林 邦昭、兼松隆之：Dynamic MRI

を用いた Time-signal Intensity Curveによる膵疾患の診断と評価 胆と膵23巻７号 Page571-578

８．田島義証、福田顕三、黒木 保、古井純一郎、兼松隆之：インスリノーマに対する核出術 腹腔鏡下腫瘍核出術 手

術56巻９号 Page1389-1395
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９．田島義証、古井純一郎、兼松隆之：胆道癌の治療成績向上に向けて】中・下部胆管癌の手術 外科治療87巻３号

Page253-260

10．矢永勝彦：特集「吐血・下血：初期治療から高度な治療まで」重篤化する病態は：注意を要する背景因子 救急・

集中医療 14巻11号 Page1127-1130

11．矢永勝彦：臓器移植は生体移植だけでは解決できない 日本醫 新報4071：63、2002

12．奥平定之、矢永勝彦、兼松隆之：肝移植-適応・禁忌：高齢者における肝移植の適応・禁忌について．老年病診療 Q&

A 37巻 Page1088-1091

13．福田顕三、田島義証、兼松隆之：黄疸 専門医のための消化器外科学レビュー2002、Page202-205、2002

Ｂ-ｃ

１．矢永勝彦、大野康治、高槻光寿、奥平定之、藤田文彦、江口 晋、山之内孝彰、濱田貴幸、藤田利枝、犬尾浩之、

蒲原行雄、小林和真、田村浩章、堤 竜二、古井純一郎、兼松隆之：本学における生体肝移植の経験 臨床と研究

20002；79：141-142．

２．江口 晋、矢永勝彦、高槻光寿、藤田文彦、奥平定之、蒲原行雄、大野康治、古井純一郎、宮本正史、長岡進矢、

古賀満明、矢野右人、兼松隆之：妊娠中期に発症した劇症肝炎急性型に対して生体肝移植を施行した一例 臨床と

研究 2002；79：141．

３．江口 晋、矢永勝彦、杉山 望、奥平定之、古井純一郎、兼松隆之：成人間生体肝移植グラフトの機能、再生を司

る因子 移植 2002；37：315．

４．矢永勝彦、蒲原行雄、高槻光寿、小林和真、田村浩章、藤田文彦、山之内孝彰、濱田貴幸、藤田利枝、侯 鄭生、

Tarik Ahmad、奥平定之、堤 竜二、大野康治、古井純一郎、兼松隆之：生体肝移植のケアーと医療経済：医療費

削減の見地から 移植 2002；36：388-389．

５．高槻光寿、矢永勝彦、大野康治、蒲原行雄、古井純一郎、兼松隆之：生体肝移植後、免疫抑制剤離脱の6カ月後に急

性拒絶反応をきたした一例 移植2002；36：391．

６．田村浩章、蒲原行雄、大津留晶、矢永勝彦、山下俊一、兼松隆之：肝虚血再潅流障害におけるアポトーシス関連因

子の発現の推移 移植2002；36：402．

７．藤田文彦、夫津木いづみ、蒲原行雄、藤岡ひかる、矢永勝彦、古井純一郎、森内良三、兼松隆、片峰 茂：ブタ内

因性レトロウィルス (PERV) 高感度検出法確率の試み 移植2002；36：407．

８．蒲原行雄、矢永勝彦、高槻光寿、古井純一郎、兼松隆之：大量肝切除後の容量過小肝による肝不全の病態 移植

36(6)：405-406、2002

９．奥平定之、矢永勝彦、江口 晋、市川辰樹、山之内孝彰、濱田貴幸、犬尾浩之、伊藤雄一郎、大野康治、古井純一

郎、槇田徹次、兼松隆之：劇症肝炎急性型に対する生体肝移植 肝臓 2002；53：591-2．

10．望月響子、大野康治、古井純一郎、兼松隆之、天本なぎさ、上玉利彰、木下英一、森内浩幸、青木幹弘：超低出生

体重児に発症した肝芽腫の一例 小児がん2002；39：266．

11．大野康治、兼松隆之：術前診断が困難であった卵黄嚢癌併合奇形腫の診断と治療 小児がん39巻３号 Page470

12．草野総子、大野康治、濱田貴幸、兼松隆之、尹 忠秀、上玉利彰、森内浩幸：心房内腫瘍血栓・多発肺転移を伴う

右腎原発MRTK4歳男児例の治療経過(第二報) 小児がん2002；39：436．

13．濱田貴幸、大野康治、小坂太一郎、尹 忠秀、林 靖之、古井純一郎、兼松隆之：術中放射線照射が有用であった

進行神経芽腫の２例 小児がん2002；39：411．

14．谷口 堅、大野康治、兼松隆之、SmithDavid I., LiuWanguo：肝芽腫におけるWntシグナル遺伝子β-catenin,

AXIN1の関与 肝細胞癌との比較において 小児がん2002；39：74-75．

15．浜田貴幸、林 、鎌形正一郎、広部誠一、大野康治、新山 新、金場俊二、石田治雄、森川征彦、中川原章：

化学療法施行中増大傾向を認めた新生児進行神経芽腫の一例 小児がん2002；39：196-200．

16．川下雄丈、金田安史、大津留晶、山下俊一、矢永勝彦、古井純一郎、河野 茂、兼松隆之：癌療法における DDSの

新局面 HVJ-liposome法を応用した肝細胞癌特異的な自殺遺伝子治療 I131-Lipiodolによる遺伝子制御システ

ムの開発 Drug Delivery System 2002；17：244．

17．常岡伯紹、田島義証、福田顕三、黒木 保、松崎純宏、古井純一郎、兼松隆之：外傷性膵損傷における術前画像診

断の問題点 臨牀と研究2002；79：495．

原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 SCI  B-ａ B-ｂ B-ｃ B-ｄ 合計 総 計

2002 30 0 1 0 31 31 0 13 17 0 30 61
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学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2002 0 3 11 14 2 9 60 71 85

原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2002 0.508 3.1 1 3.100

Impact factor値一覧

Impact factor １教官当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2002 93.592 9.359 3.019
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Ａ 欧 文

Ａ-ａ

１．Aoyagi, Kunihiko Okano, Itsuro Yoshimi, Yousuke Kusano, Minatsu Kobayashi, Kazuhiko Moji and Tai

-ichiro Takemoto:Metacarpal bone mineral density,body mass index and lifestyle among postmenopausal
 

Japanese women:Relationship of body mass index,physical activity,calcium intake,alcohol and smoking to
 

bone mineral density:the Hizen-Oshima study.Tohoku J.Exp.Med.196:123-129,2002.

２．Aoyagi K,Ross PD,Okano K,Hayashi T,Moji K,Kusano Y,Takemoto T.Association of body mass index
 

with joint pain among community-dwelling women in Japan.Aging-Clin Exp Res 14 378-381,2002

３．Matsumoto T,Tsurumoto T:Inappropriate serum levels of IGF-I and IGFBP-3 in patients with rheumatoid
 

arthritis.Rheumatology(Oxford)41(3)352-353,2002.

４．Yoshida S, Aoyagi K, Felson DT, Aliabadi P, Shindo H, Takemoto T:Comparison of the prevalence of
 

radiographic osteoarthritis of the knee and hand between Japan and the United States.J Rheumatol.29(7):

1454-8.2002 〇

５．Kenji kumagai,Masahiro Wada,Masahiko Suzuki,Masami Niwa,Hiroyuki Shindo:Osteonecrosis of Femoral
 

Head in the Stroke Prone Spontaneously Hypertensive Rats.Clinical and experimental hypertension 24(5).477

-478,2002.

６ Furukawa K, Iioka T, Morishita M, Yamaguchi A, Shindo H, Namba H, Yamashita S, Tsukazaki T:

Functional domains of paired-like homeoprotein Cart1 and the relationship between dimerization and tran-

scription activity.Genes Cells 7(11):1135-47,2002 〇

Ｂ 邦 文

Ｂ-ａ

１．千葉 恒、衛藤正雄、朝長 匡、高原一洋、田口憲士、光武聖史、進藤裕幸；ニューロメーターを用いた梨状筋症

候群の術前、術後評価、整形外科と災害外科 51、663-667、2002

２．光武聖史、衛藤正雄、朝長 匡、高原一洋、田口憲士、千葉 恒、進藤裕幸：高校ラグビー選手の体力特性．九州・

山口スポーツ医・科学会誌、14：28-34、政浩、進藤裕幸；反復性肩関節脱臼に対する Bristow変法の長期治療成

績、肩関節26： 257-261,2002

４．弦本敏行、松本智子、進藤裕幸、末廣昌嗣、田口 厚；THR施行 RA患者の長期追跡調査．九州リウマチ 22：

35-39、2002

５．弦本 敏行、米倉暁彦、進藤裕幸：当院整形外科領域における緑膿菌検出例の検討．日本骨関節感染症研究会雑誌

16：66-69、2002

６．山口貴之、弦本敏行、米倉暁彦、和氣 聡、進藤裕幸；人工関節置換術後の培養検査で検出された菌株の検討．整

形外科と災害外科 51：645-648、2002

７．和氣 聡、米倉暁彦、弦本敏行、山口貴之、進藤裕幸；整形外科領域外傷例より検出された細菌株の検討．整形外

科と災害外科 52：649-652、2002

８．鈴木暢彦、熊谷謙治、山口貴之、和氣 聡、進藤裕幸：骨外性ユーイング肉腫３例の治療経験 整形外科と災害外

科 51(4)、789-794、2002

９．熊谷謙治,平野徹,進藤裕幸；【患肢温存手術の限界と臨床成績】 悪性骨腫瘍の患肢温存治療 術中照射を利用し

た罹患骨・関節の温存．関節外科、21巻９号、1062-1072、2002

10．熊谷謙治、伊達武利、鈴木暢彦、進藤裕幸、林靖之；放射線治療が奏効した仙椎発生骨巨細胞腫の３症例．整形外

科と災害外科 51(2)：242-246、2002

11 日浦 健、岡野邦彦、榎本 寛、原田真一、稲冨 健司郎、進藤裕幸；股関節内に発症した巨大な Synovial osteochon-

dromatosisの１例．整形外科と災害外科 51：(2)268-273、2002

12．原田真一、榎本 寛、岡野邦彦、進藤裕幸．大腿骨頭壊死症に対する Bipolar型人工骨頭置換術のレントゲン像の

経時的変化．日本人工関節学会誌、32：13-14

13．岡野邦彦、榎本 寛、原田真一、進藤裕幸；セメント使用人工股関節全置換術に対しセメントを使用し再置換をお

こなった症例の検討．日本人工関節学会誌、32：179-180 2002

14．日浦 健、岡野邦彦、榎本 寛、原田真一、進藤裕幸；股関節発症の Synovial osteochondromatosisの３例．Hip
 

Joint vol.28:568-573,2002

15．岡野邦彦、榎本 寛、原田真一、進藤裕幸；前・初期股関節症の対する寛骨臼回転骨切り術の長期成績―術前骨頭

変形の程度との関連― Hip Joint 28:107-112,2002
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16．岡野邦彦、榎本 寛、原田真一、進藤裕幸 〝進行後期股関節症"に対する寛骨臼回転骨切り術と Chiari骨盤骨切り

術との比較検討．Hip Joint 28:186-191,2002

17．原田真一、榎本 寛、岡野邦彦、進藤裕幸；大腿骨頭壊死症に対する Bipolar型人工骨頭置換術のレントゲン像の

経時的変化．Hip Joint 28:236-240,2002

18．久芳昭一、榎本 寛、岡野邦彦、原田真一、稲冨健司郎、井上拓馬、進藤裕幸；股関節術後に発症した肺血栓塞栓

症の２症例．整形外科と災害外科 51(3)：598-602、2002

19．井上拓馬、岡野邦彦、榎本 寛、原田真一、稲冨 健司郎、久芳昭一、進藤裕幸：股関節周囲に石灰沈着を生じた２

症例―MRIでの経時的変化―．整形外科と災害外科、51(3)：603-607、2002

20．岡野邦彦、進藤裕幸、林 拓男、青柳 潔：足関節部骨折症例の残存疼痛と踵骨骨量との関連―治療評価における

踵骨骨量測定の有用性―．骨折 24：361-364、2002

21．原田真一、銅川博文、杉山 律、進藤裕幸：寛骨臼回転骨切術（RAO）の術前・術後の応力の変化について（三次

元有限要素法を用いた解析）．骨形態計測学会誌 12 37-40、2002

22．原田真一、銅川博文、杉山 律、進藤裕幸：寛骨臼回転骨切り術（RAO）の術前･術後の応力の変化について（三次

元有限要素法を用いた解析）．日本臨床バイオメカニクス学会誌、23：163-166、2002

23．田口憲士、朝長 匡、衛藤正雄、高原一洋、千葉 恒、光武聖史、進藤裕幸：長期透析患者の頸椎病変に対する手

術治療成績．整形外科と災害外科 51(3)：517-520、2002

Ｂ-ｂ

１．衛藤正雄：肩関節のバイオメカニクス．関節外科、21：47-54、2002

２．衛藤正雄：動揺肩手術法-大胸筋移行術．MB Orthop 15:59-65,2002

３．衛藤正雄：肩甲帯障害の原因．MB Med Reha 17:9-17,2002

４．弦本敏行、進藤裕幸：総論、周術期管理（出血対策など)．図説関節リウマチの手術 19-24．2002

５．榎本 寛、進藤裕幸：骨移植と関節置換╱関節置換の実際―股関節．医学と薬学、48巻、第６号：945-952 2002

６ 乗松崇裕、松本智子、弦本敏行： RA患者の手の初期変化像 ガドリニウム造影脂肪抑制MRIによる検討．特集／

MRI診断．NEW MOOK整形外科、12：292-296、2002

７．松本智子、稲富健司郎：【歩行障害のメカニズムと鑑別診断】 馬尾性歩行障害（解説／特集)．脊椎脊髄ジャーナル

15(10)：1003-1006、2002

８．進藤裕幸：整形外科に必要なバイオメカニクス基礎知識と最近の話題．関節外科 21：5-6、2002．

９．進藤裕幸；下肢の痛み、上肢の痛み．日本医師会雑誌 129：167-170、2002

Ｂ-ｄ

１．熊谷謙治、和田政浩、鈴木暢彦、村田雅和、進藤裕幸：SHR大腿骨頭壊死関する研究―NOS inhibitor及びステロ

イドホルモン負荷の試み．平成14年度厚生科学研究費補助金（疾患対策研究事業）分担研究報告書

原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 SCI  B-ａ B-ｂ B-ｃ B-ｄ 合計 総 計

2002 6 0 0 0 6 5 23 9 0 1 33 39

学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2002 0 0 1 1 3 0 42 45 46

原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2002 0.154 0.75 0.833 0.625
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Impact factor値一覧

Impact factor １教官当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2002 13.035 1.629 2.607
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Ａ 欧 文

Ａ-ａ

１．Tsukazaki N,Watanabe M,Shimizu K,Hamasaki Y,Katayama I:Photoprovocation test and immunohisto-

chemical analysis of inducible nitric oxide synthase expression in patients with Sjogren’s syndrome associated
 

with photosensitivity.Br J Dermatol,147(6):1102-1108,2002

２．Eishi K,Lee JB,Bae SJ,Takenaka M,Katayama I:Impaired sweating function in adult atopic dermatitis:

results of the quantitative sudomotor axon reflex test.Br J Dermatol,147:683-688,2002

３．Bae SJ,Tanaka Y,Ogawa F,Takenaka M,Hamasaki Y,Shimizu K,Katayama I:Inhibitory effect of cetirizine
 

on histamine-induced eotaxin production in normal human fibroblasts.Curr Ther Res Clin Exp,63:128-140,

2002

４．Miyazaki Y,Yamamoto T,Watanabe K,Katayama I,Nishioka K:［Letter］Alopecia universalis associated
 

with Zumbusch-type generalized pustular psoriasis.Dermatology,204(4):308-309,2002

５．Naito S,Shimizu K,Akino K,Ohtsuru A,Watanabe M,Yamashita S,Sekine I:Autocrone/paracrine involve-

ment of parathyroid hormone-related peptide in vascular leiomyoma.Endocrine Journal,49(3):335-341,2002

６．Kurikawa Y (Research Group of the JSCD;Takenaka M):Group study of the optimum concentrations of
 

ketoprofen,tiaprofenic acid,suprofen and oxybenzone for the photopatch testing,and the patch test results of
 

the Japanese Standard Allergens and gold sodium thiosulfate in 2000.Environ Dermatol,9:39-46,2002

７．Katayama I,Ohkawara A,Ohkido M,Harada S, Tamaki K,Nakagawa H,Hori Y, Nishiyama S:High-

concentration (20μg/g)tacalcitol ointment therapy on refractory psoriasis vulgaris with low response to
 

topical corticosteroids. Eur J Dermatol,12(6):553-557,2002

８．Takeishi E,Hirose R,Hamasaki Y,Katayama I:Localized argyria 20-years after embedding of acupuncture
 

needles.Eur J Dermatol,12:609-611,2002

９．Bae SJ,Matsunaga Y,Takenaka M,Tanaka Y,Hamasaki Y,Shimizu K,Katayama I:Substance P induced
 

preprotachykinin-A mRNA,neutral endopeptidase mRNA and substance P in cultured normal fibroblasts.Int
 

Arch Allergy Immunol,127:316-321,2002

10．Gyotoku T,Kayashima K,Nishimoto K,Ono T:Cutaneous nocardiosis developing around gravel inserted
 

during a traffic injury.J Dermatol,29:803-809,2002

11．Izumi Y,Kinoshita I,Kita Y,Toriyama F,Taniguchi H,Motomura M,Yoshimura T:Myasthenia gravis with
 

diffuse alopecia areata and pemphigus foliaceus.J Neurol,249:1455-1456,2002

12．Shimizu K,Ogawa F,Bae SJ,Hamasaki Y,Katayama I:Immunohistochemical analysis of effects of UVA
 

exposure to the human fibroblasts in the skin equivalent model.J Photoscience,9(2):500-502,2002

13．Katayama I,Takenaka M,Yamamoto K:Advisory guidelines for the avoidance of exacerbating factors of
 

atopic dermatitis in daily-life.JMAJ (Jpn Med Assoc J),45(11):466-471,2002

14．Ogawa F,Shimizu K,Hamasaki Y,Tanaka Y,Katayama I,Yamada Y,Tomonaga M:Spontaneous IL-8
 

production by CD4(＋),CD7(＋)leukemia cells in erythrodermic Sezary syndrome.Leuk Lymphoma,43(5):

1061-1066,2002

15．Shukuwa T,Katayama I,Koji T:Fas-mediated apoptosis of melanoma cells and infiltrating lymphocytes in
 

human malignant melanomas.Mod Pathol,15(4):387-396,2002

16．Migita K, Udono M, Kimura H, Eguchi K:Association of subacute cutaneous lupus erythematosus in a
 

rheumatoid arthritis patient with Sjogren’s syndrome.Mod Rheumatol,12:354-356,2002

17．Ohira S,Isoda K,Hamanaka H,Takahashi K,Nishimoto K,Mizutani H:Case Report.Phaeohyphomycosis
 

caused by Phialophora verrucosa developed in a patient with non-HIV acquired immunodeficiency syndrome.

Mycoses,45:50-54,2002

18．Shimizu K, Tsukazaki N, Watanabe M, Ogawa F, Kondo T, Katayama I:［Letter to the editor］Serum
 

concentration of nitric oxide in Yusho patients over 30 years after the accidental poisoning of polychlorinated
 

biphenyls in Japan. Toxicology and Industrial Health,18:45-47,2002

Ａ-ｄ

１．Bae SJ,Matsunaga Y,Takenaka M,Katayama I,Nishimoto K:The role of keratinocyte on defense system
 

in dermatophyton infection.Proceedings of the 12th Korean-Japan Joint Meeting of Dermatology(Nov 8-9,
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2001 Tokyo,Japan)

Ｂ 邦 文

Ｂ-ａ

１．Bae SangJae、片山一朗：【皮膚アレルギー炎症】 ヒト線維芽細胞における IL-13誘導性のエオタキシン産生に対

するフマル酸エメダスチンの効果．アレルギー・免疫、9(8)：892-896、2002

２．片山一朗： 皮膚疾患におけるケモカインと脂質メディエーター．呼吸、21(7-増刊)：S96-S101、2002［第５回脂質

メディエーター研究会記録集「ケモカイン・炎症細胞と脂質メディエーター」］

３．平山美奈子、吉田真一郎、一瀬克浩、沢山 靖、長岡 栄、濱田久之、樅田三郎、江崎宏典、向原茂明：塩酸チク

ロピジンによる血栓性血小板減少性紫斑病の一例．国立病院長崎医療センター医学雑誌、５：50-52、2002

４．阿部陽子、平山美奈子、鵜殿雅子：Nerve sheath myxomaの１例．国立病院長崎医療センター医学雑誌、５：

791-781、2002

５．福島慶子、北崎健、木下郁夫、有馬優子、鳥山 史：ニューロパチーに対する免疫グロブリン療法後に出現した汗

疱様水疱．神経内科、57(3)：278-280、2002

６．高濃度 TV-02軟膏乾癬研究会（片山一朗、渡辺雅久、塚崎直子）：高濃度 TV-02軟膏の尋常性乾癬に対する有効

性、安全性の検討―タカルシトール軟膏との二重盲検左右比較試験（第 相臨床試験)―．西日皮膚、64(1)：

105-119、2002

７．田中達朗、凌 太郎、成澤 寛、西本勝太郎：扁平母斑と間違われた黒癬の１例．西日皮膚、64(1)：58-61、2002

８ 今田微香、杉本恭子、村上貴章、高橋眞智子、波部幸司、磯田憲一、水谷 仁、西本勝太郎：Paracoccidioidomycosis

の２例．西日皮膚、64(1)：62-66、2002

９．高濃度 TV-02軟膏乾癬研究会（片山一朗）：高濃度 TV-02軟膏の尋常性乾癬に対する有効性、安全性の予備検討

―タカルシトール軟膏との左右比較試験（前期第 相臨床試験)―．西日皮膚、64(1)：74-87、2002

10．高濃度 TV-02軟膏乾癬研究会（片山一朗、渡辺雅久）：高濃度 TV-02軟膏の尋常性乾癬を対象とした後期第２相臨

床試験―濃度比較二重盲検左右比較試験―．西日皮膚、64(1)：88-104、2002

11．室井栄治、濱崎洋一郎、土居剛士、阿部陽子、鵜殿雅子、片山一朗、斉藤了一：ぶどう膜炎、白毛を伴った転移性

悪性黒色腫の１例．西日皮膚、64(2)：203-206、2002

12．宿輪哲生、陳文雅、小林亜紀子：佐世保市立病院皮膚科における帯状疱疹患者の統計的観察．西日皮膚、64(4)：

477-482、2002

13．Bae SangJae、竹中基、濱崎洋一郎、片山一朗：【Th2リンパ球と間質細胞のクロストークからみた皮膚リモデリン

グ】 ヒト線維芽細胞における IL-4誘導性のエオタキシン産生に対する IPDRの効果．西日皮膚、64(4)：

502-503、2002［第１回、第２回皮膚リモデリング研究会記録集］

14．陳文雅、宿輪哲生、今里賢一郎： 外傷後に生じた爪甲下悪性黒色腫の２例．西日皮膚、64(5)：586-590、2002

15．鳥山 史、有馬優子、森 秀樹：photo report：PCTA後の背部放射線皮膚炎．内科 90(6)：1147、2002

16 天満美輪、小川文秀、清水和宏、片山一朗、上平 憲：長崎大学皮膚科におけるHTLV-1抗体陽性者の末梢血およ

び皮膚病変部での proviral DNAの発現による検討．日皮会誌、112(8)：1089-1096、2002

17．前田亜紀、片山一朗、天満美輪：第18回臨床学術大会シンポジウム３． ありふれている治療に難渋する皮膚疾患」

尋常性白斑のビタミン D3外用療法．日臨皮会誌、74：238-241、2002

18．松屋福蔵、鵜殿雅子、野口 満：CAPDカテーテル留置術．泌尿器外科、15(12)：1279-1284、2002

19．松永義孝、Bae SangJae、片山一朗：【皮膚科領域におけるマクロライド新作用の検証】 掌蹠膿疱症に対するマク

ロライド療法の臨床応用と表皮角化細胞のケモカイン産生に与えるロキシスロマイシンの影響についての検討．

皮膚の科学、１(増１)：46-49、2002

20．山本雅一、分山英子：マンゴー皮膚炎．皮膚病診療、24(10)：1091-1094、2002

21 濱崎洋一郎、室田浩之、片山一朗：【炎症性紫斑】 臨床例 潰瘍性大腸炎に伴う皮膚血管炎．皮膚病診療、24(11)：

1239-1242、2002

22．阿座上聖史、濱崎洋一郎、片山一朗：【最近のウイルス性発疹症】 臨床例 成人麻疹．皮膚病診療、24(6)：

611-614、2002

23 前田亜紀、片山一朗、諸岡浩明：【汗と皮膚病】 臨床例 左大腿骨髄炎を契機に発症した両側性 Frey症候群．皮膚

病診療、24(7)：759-762、2002

24．天満美輪、濱崎洋一郎、片山一朗：【循環障害】 臨床例 Buerger病．皮膚病診療、24(9)：963-966、2002

25．松永義孝、濱崎洋一郎、片山一朗：【循環障害】 臨床例 choriocarcinomaの腫瘍塞栓による下腿潰瘍．皮膚病診

療、24(9)：987-990、2002

26．室井栄治、濱崎洋一郎、片山一朗：【循環障害】 臨床例 女子下腿うっ血性紅斑．皮膚病診療、24(9)：995-998、

2002

27 Bae SJ,、濱崎洋一郎、片山一朗：正常ヒト線維芽細胞からのヒスタミン誘導性エオタキシンに対する Epinastineの

抑制効果．薬理と治療、30(2)：97-102、2002
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28．川島 眞、久木田淳ほか（共同研究者：片山一朗、渡辺雅久、塚崎直子、竹中 基、阿部陽子）：持続性選択ヒスタ

ミンH1受容体拮抗薬 SCH29851（ロラタジン）の慢性蕁麻疹に対する第 相二重盲検比較試験―SCH29851 10㎎

ODの低用量（１㎎OD）に対する優越性およびフマル酸ケトチフェン１㎎ BIDに対する非劣性の検討―．臨床医

薬、18(7)：881-905、2002

29．竹中 基、西村香織、片山一朗：全身に皮疹を認めたにもかかわらず、ステロイド外用のみで軽快した落葉状天疱

瘡の１例．臨皮、56(13)：1128-1130、2002

30．江石久美子、竹中 基、Bae SangJae、Lee JeongBeom、片山一朗：【臨床皮膚科 最近のトピックス Clinical
 

Dermatology 2002】 新しい検査法と診断法 定量的軸索反射性発汗試験（QSART)．臨皮、56(5)：73-76、2002

Ｂ-ｂ

１．片山一朗：神経、免疫系のクロストークとアトピー性皮膚炎．AD Forum Vol.15,2002［Web site］

２．片山一朗：【この症状を見落とすな：私が経験したニアミス・ピットフォール症例】 皮膚科編１． 頰、額、手指に

かゆみを伴う紅斑が出現した３才男児。アトピー性皮膚炎と診断され、ステロイド外用剤を処方されたが無効。紅

斑が拡大したため、当院を訪れる」．Allergy & Clinical Conference－for Dermatologist and Otorhinolaryn-

gologist,Bound Volumes:1-12、メディカルトリビューン編集・制作、住友製薬・ユーシービージャパン発行、p

４、2002

３．久保容二郎：サリチル酸を用いたケミカルピーリング．Dermatofile,28:8,2002

４．西本勝太郎：冬に多い皮膚疾患．スポロトリクス症．MB Derma,57:44-49,2002

５．片山一朗、西村香織、有馬優子、濱崎洋一郎：【循環障害と皮膚 その診断と治療】 抗リン脂質抗体症候群．MB
 

Derma,59:39-45,2002

６．竹中 基、片山一朗：【蕁麻疹 up to date】 アスピリン不耐症．MB Derma,64:52-57,2002

７．久保容二郎：植物による接触皮膚炎．Medical News,372:11-14,2002

８．片山一朗、武石恵美子、室田浩之、濱崎洋一郎：【シェーグレン症候群の新しい話題】 臨床症状 腺外症状 皮膚・

粘膜．Progress in Medicine,22(1):31-33,2002

９．片山一朗：接触皮膚炎の免疫学 新しい病因論．Visual Dermatology,1(4):426-434,2002

10 片山一朗：ディベート： 外用ステロイドにタキフィラキシーはあるか？．Visual Dermatology, 1(8): 914-916,

2002

11．片山一朗：アトピー性皮膚炎のステロイド外用療法における問題点は何か．アトピー性皮膚炎―21世紀日本の論点

―、宮地良樹監修、協和醗酵工業㈱企画、㈱メディカルレビュー社編集・制作、2002

12．片山一朗：【アレルギー疾患の緩解】 アトピー性皮膚炎と蕁麻疹を中心に．アレルギー・免疫、９(5)：550-554、

2002

13．鳥山 史：高齢者のかかりやすい皮膚疾患．そよかぜ、46：18-19、2002［長崎県健やか長寿財団機関誌］

14．片山一朗：【ステロイド外用剤の使い方 Key Point 16】 アトピー性皮膚炎（紅皮症）．医薬の門、42(4)：564-565、

2002

15．西本勝太郎：目でみる病原診断法 皮膚真菌症．化学療法の領域、18(9)：1267-1270、2002

16．西本勝太郎：白毛（白髪）．生活指導とその必要性について教えて下さい。．小児内科、34(4)：532-533、2002

17．西本勝太郎：虫刺症．他の疾患との鑑別のポイント、治療法について教えて下さい。．小児内科、34(4)：540-541、

2002

18．西本勝太郎：汗疹．治療法と生活指導について教えて下さい。．小児内科、34(4)：543-544、2002

19．片山一朗：【浮腫の診かたと治療】 局所性浮腫の鑑別．診断と治療、90(5)：694-697、2002

20．片山一朗：【内科医に必要な皮膚科最新情報】 見逃してはならない全身疾患の皮膚症状 シェーグレン症候群．診

断と治療、90(9)：1415-1422、2002

21．鳥山 史：つつが虫病について．長崎市医師会報、36(7)：15-18、2002

22．片山一朗：皮膚疾患：アトピー性皮膚炎．日本医師会雑誌、128(8)：S334-S335、2002［特別号：生涯教育シリー

ズ60「実践診断指針」］

23．久保容二郎：治療のいろいろ 診断に苦慮したにきび患者の搔破性湿疹． 皮膚病診療,24(1)： 68-70,2002

24．久保容二郎、川名誠司、藤沢有紀、栗原誠一：外来診療でのケミカルピーリング．皮膚病診療、24：445-456、2002

25．片山一朗：【臨床皮膚科 最近のトピックス Clinical Dermatology 2002】 皮膚疾患の病態 アトピー性皮膚炎と

リモデリング．臨皮、56(５増)：39-42、2002

Ｂ-ｃ

１．片山一朗：膠原病：シェーグレン症候群．The Current Color Atlas of Skin Diseases Vol.1［改訂版］、今村貞夫、

西岡清、西川武二、山本昇壯監修、シェリング・プラウ㈱発行、p81-82、2002

２．片山一朗：アトピー性皮膚炎の発症機序を簡単に説明してください．アレルギー診療のちょっとしたコツ（改訂第
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２版）、中川武正編、日本医学出版（東京）、2002、pp111-112

３．片山一朗：食物が関与するときの対処法について教えてください．アレルギー診療のちょっとしたコツ（改訂第２

版）、中川武正編、日本医学出版（東京）、2002、pp113-115

４．片山一朗：スキンケアのあり方について教えてください．アレルギー診療のちょっとしたコツ（改訂第２版）、中川

武正編、日本医学出版（東京）、2002、pp116-118

５．片山一朗：抗アレルギー薬の使い方は？．アレルギー診療のちょっとしたコツ（改訂第２版）、中川武正編、日本医

学出版（東京）、2002、pp119-121

６．片山一朗：外用療法のコツを教えてください．アレルギー診療のちょっとしたコツ（改訂第２版）、中川武正編、日

本医学出版（東京）、2002、pp122-124

７．片山一朗：アトピー性皮膚炎に漢方薬や抗生物質は効くのですか？．アレルギー診療のちょっとしたコツ（改訂第

２版）、中川武正編、日本医学出版（東京）、2002、pp125-127

８．片山一朗：【膠原病－知っておくべき特殊な病型・病態】 抗リン脂質抗体症候群－皮疹を中心に．カラーで見る新・

膠原病―診断と治療の最新ポイント―皮膚から内臓へ―、竹原和彦、桑名正隆、宮地良樹編集、診断と治療社(東

京)、p206-207、2002

９．片山一朗：抗アレルギー薬の服用方法 ｄ．慢性蕁麻疹．これだけは知っておきたい抗アレルギー薬の知識、中川

武正編、医薬ジャーナル社、p28-31、2002

10．片山一朗：自己免疫 ｃ．抗リン脂質抗体症候群．やさしい皮膚免疫学：免疫学から見た皮膚疾患．西岡清編、医

薬ジャーナル社（大阪）、pp175-185、2002

11．片山一朗：アトピーアレルギー アトピー性皮膚炎>．やさしい皮膚免疫学：免疫学から見た皮膚疾患．西岡清編、

医薬ジャーナル社（大阪）、pp50-61、2002

12．片山一朗：じん麻疹．今日の治療指針2002年版［ポケット版］、多賀須幸男・尾形悦郎監修、医学書院（東京）、

p737、2002

13．片山一朗：アレルギー性接触皮膚炎．今日の皮膚疾患治療指針第３版、斎田俊明、塩原哲夫、宮地良樹、渡辺晋一

編、医学書院（東京）、pp223-225、2002

14．片山一朗：膠原病に伴う脱毛．最新皮膚科学大系17．付属器口腔粘膜の疾患、玉置邦彦総編集、中山書店（東京）、

pp59-63、2002

15．片山一朗、濱崎洋一郎、有馬優子、岡田 茂：抗リン脂質抗体症候群．最新皮膚科学大系第９巻「膠原病 非感染

性肉芽腫」、中山書店、p177-184、2002

16．片山一朗：循環改善外用薬．皮膚科診療プラクティス12．スペシャリストとしての外用薬の使い方、西岡 清、宮

地良樹、瀧川雅浩編、文光堂（東京）、pp170-173、2002

17．片山一朗：環状紅斑をみたら．皮膚科診療プラクティス13．発疹から病気がみえる、小野友道、宮地良樹、瀧川雅

浩編、文光堂（東京）、pp47-50、2002

18．片山一朗：抗ヒスタミン薬、抗アレルギー薬．皮膚科専門医テキスト（改訂第２版）．植木宏明、富田 靖、玉置邦

彦、飯塚一編、南江堂（東京）、pp143-147、2002

19 片山一朗：抗リン脂質抗体症候群．皮膚疾患診療実践ガイド、宮地良樹、古川福実編、文光堂（東京）、2002、pp356-357

20 片山一朗：シェーグレン症候群．皮膚疾患診療実践ガイド、宮地良樹、古川福実編、文光堂（東京）、2002、pp357-359

Ｂ-ｄ

１．片山一朗：【第53回日本皮膚科学会西部支部学術大会より】 会長講演：シェーグレン症候群の今日的意義．マルホ

皮膚科セミナー放送内容集、No.158：27-29、2002

２．小川文秀、清水和宏、鵜殿雅子、片山一朗、高橋英俊、山本明美：Olmsted症候群の１例．角化症研究会記録集、

16：21-23、2002

３．貞森直樹、三根真理子、本田武夫、宿輪哲生、早田みどり、藤井 徹、河合紀お子、高原 耕、堀 真、藤原直

子、松本道彦、井手 迪、片山一朗：長崎原爆被爆者における皮膚癌発生の疫学的調査―特に1988年～1997年の発

生を中心に―．県立長崎シーボルト大学「共同教育研究費」に係る研究報告書 平成13年、p101-106、2002

４．片山一朗（共同研究者：室田浩之、濱崎洋一郎、山本一男、松山俊文）：TNFレセプターp55欠損(TNFRp55-/-)

マウスにおける皮膚線維化形成機序の解析．厚生科学研究補助金（特定疾患対策事業）強皮症調査研究平成13年度

研究報告書、厚生科学研究強皮症調査研究班、主任研究者：新海 編、69-76、2002☆

５．鵜殿雅子、阿部陽子、大坪竜太、宿輪三郎：紅皮症より大腸癌がみつかった一例．国立病院長崎医療センター医学

雑誌、５：82-84、2002

６．廣瀬寮二：皮膚外科の実際 ［西彼杵郡医師会平成14年度第１回学術講演会抄録］．西彼杵郡医師会報、64：32-33、

2002

７．室井栄治、Bae SangJae、室田浩之、清水和宏、片山一朗：尋常性乾癬患者末梢血単核球における Toll like receptor
 

9の発現検討．第17回日本乾癬学会記録集［2002年10月11―13日、屋久島］、84-85、2002

８．川島 眞（司会：片山一朗）：アトピー性皮膚炎の痒みにおけるヒスタミンの関与―臨床研究からの EBM―．第１

長崎大学医学部業績集 ２．研究業績

73



回皮膚科 EBM フォーラム記録集、Blackwell Japan（東京）、p10-11、2002

９．天満美輪：膠原病患者に対するステロイド投与による骨密度への影響の検討．第53回日本皮膚科学会西部支部学術

大会スポンサードレクチャー［皮膚科医のためのステロイド骨粗鬆症の知識］記録（2001年10月27日・長崎市)、朝

日メドコム（東京）、pp8-11、2002

10．片山一朗：皮膚のリモデリングからみたアトピー性皮膚炎の慢性化とその制御．第66回日本皮膚科学会東部支部学

術大会ランチョンセミナー「皮膚のリモデリング」資料、㈱インターサイエンス社、2002

11．松永義孝、Bae SangJae、片山一朗、西本勝太郎：皮膚における皮膚糸状菌感染防御機構の解析 第３報：皮膚糸

状菌がケラチノサイトの substance P産生に与える影響についての検討．第７回 Dermatological Mycology Club

例会記録集［真菌感染と生体防御］、メディカルトリビューン（東京）、2002、pp10-15

12．片山一朗：講演（日本におけるアトピー性皮膚炎の疫学と治療ガイドライン）．日韓アトピー性皮膚炎オンライン研

究会記録集［2002年４月27日、釜山］、㈱メドコム、9-15、2002

13．Bae SangJae： ヒト線維芽細胞における IL-4,TGF-β誘導性のエオタキシン産生． 日本リディアオリリー協会

平成14年度年報,26： 57-59,2002

14．竹中 基、天満美輪、片山一朗、原田孝司、河野 茂：血漿交換療法をおこなったアトピー性皮膚炎の２例．皮膚

の科学、１(増２)：69-70、2002［アトピー性皮膚炎治療研究会第７回シンポジウム記録］

15．片山一朗：指定講演：アトピー性皮膚炎の病態形成における搔破の意味．皮膚の科学、１(増２)：9-12、2002［ア

トピー性皮膚炎治療研究会第７回シンポジウム記録］

16．長崎県福祉保健部、長崎県がん登録室、㈶放射線影響研究所：届出医療機関として参加．平成13年度長崎県がん登

録事業報告、長崎県福祉保健部健康政策課・㈶放射線影響研究所編、2002

原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 SCI  B-ａ B-ｂ B-ｃ B-ｄ 合計 総 計

2002 18 0 ０ １ 19 13 30 25 20 16 91 110

学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2002 １ ０ ４ ５ １ 10 124 135 140

原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2002 0.173 2.375 0.684 1.625

Impact factor値一覧

Impact factor １教官当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2002 21.047 2.631 1.619

74



Ａ 欧 文

Ａ-ａ

１．Y. Mochizuki, T. Nakamura, H. Kanetake, S. Kanda:Angiopoietin 2 stimulates migration andtube-like
 

structure formation of murine brain capillary endothelial cells through c-Fes and c-Fyn, Journal of Cell
 

Science,115(1),175-183(2002)

２．S.Tsuda,A.Ohtsuru,S.Yamashita,H. Kanetake,S.Kanda:Role of c-Fyn in FGF-2-mediated tube-like
 

structure formation by murine brain capillary endothelial cells, Biochem. Bioph. Res. Co., 290, 1354-1360

(2002) 〇

３．T.Igawa,F-F.Lin,M-S.Lee,D.Karan,S.K.Batra,M-F.Lin:Establishment and characterization of androgen

-independent human prostate cancer LNCaP cell model,The Prostate,50(4),222-235(2002) ☆

４．Y.Ohashi, S.Nakai,T.Tsukamoto,N.Masumori,H.Akaza,N.Miyanaga, T.Kitamura,K.Kawabe,T.

Kotake,M.Kuroda,S.Naito,H.Koga,Y.Saito,K.Nomata,M.Kitagawa,Y.Aso:Habitual intake of lactic
 

acid bacteria and risk reduction of bladder cancer,Urologia Internationalis,68,273-280(2002)

５ S. Zelivianski, T. Igawa, S. Lim, R. Taylor, M-F. Lin: Identification and characterization of regulatory
 

elements of the human prostatic acid phosphatase promoter,Oncogene,21,3696-3705(2002) ☆

６．J.Eguchi,T.Koji,K.Nomata,A.Yoshii,M.Shin,H.Kanetake:Fas-Fas ligand system as a possible mediator
 

of spermatogenic cell apoptosis in human maturation arrested testes,Human cell,15(1),61-68(2002)

７．S.Inuzuka,S.Koga,M.Nishikido,Y.Miyata,S.Kanda,I.Shimokawa,M.Tanaka,Y.Saito,H.Kanetake:

Donor-specific blood transfusion prolongs cardiac allograft survival in rats by low nitric oxide production and
 

elevated serum levels of prostaglandin E ,Immunology Letters,83,119-124(2002) 〇☆

８．T.Onita,P.G.Jin,J.W.Xuan,H.Sakai,H.Kanetake,P.H.Maxwell,G.-H.Fong,M.Y.Gabril,M.Moussa,J.

L. Chin:Hypoxia induced, perinecrotic expression of EPAS-1/HIF-2d correlate with tumor progression,

vascularization and focal macrophase infiltration in bladder cancer,Clinical Cancer Research,8(2),471-480

(2002) 〇

９ M. Sakaguchi, S. Kubota, M. Nishikido, K. Taniguchi, S. Inuzuka, Y. Saito, H. kanetake, S. Koga:The
 

effectors of killer activity induced by interferon-αandγin peripheral blood mononuclear cells,International
 

Journal of Molecullar Medicine,10,317-320(2002)

10．S.Li,K.Nomata,K.Sawase,M.Noguchi,S.Kanda,H.Kanetake:Prognostic significance of platelet-derived
 

endothelial cell growth factor/thymidine phosphorylase expression in stage pT1 G3 bladder cancer,J.Urol.

(Urol.Surv),168(2),854(2002)

11．Y.Mochizuki,S.Tsuda,H.Kanetake,S.Kanda:Negative regulation of urokinase-type plasminogen activator
 

production through FGF-2-mediated activation of phosphoinositide 3-kinase,Oncogene 21,7027-7033(2002)

〇

12．S. Li, K. Nomata, T. Hayashi, M. Noguchi, S. Kanda, H. Kanetake:Transient decrease in gap junction
 

expression during compensatory renal growth in mice,Urology,60(4),726-730(2002) ☆

13．K.Takehara,M.Nishikido,S.Koga,Y.Miyata,T.Harada,N.Tamaru,H.Kanetake:Multifocal transitional
 

cell carcinoma associated with renal cell carcinoma in a patient on long-term haemodialysis,Nephrology
 

Dialysis Transplantation 17,1692-1694(2002)

14．K.Nomata,M.Noguchi,H.Kanetake,N.Tsuda,M.Hayashi, S.Yamashita, T. Sakuragi,Y.Kusaba,K.

Shindo:Intravesical adjuvant chemotherapy for superficial transitional cell bladder carcinoma:results of a
 

randomized trial with epirubicin comparing short-term versus long- term maintenance treatment, Cancer
 

Chemotherapy and Pharmacology 50,266-270(2002)

15．T.Shono,H.Sakai,K.Takehara,S.Honda,H.Kanetake:Analysis of numerical chromosomal aberrations in
 

adrenal cortical neoplasms by fluorescene in situhybridization,The Journal of Urology 168(4,part 1 of 2),1370

-1373(2002)

16．S.Kanda,Y.Mochizuki,Y.Miyata,H.Kanetake,N.Yamamoto:Effects of vitamin D -binding protein-derived
 

macrophage activating factor(GcMAF)on angiogenesis,J.Natl.Cancer Inst.,94(17),1311-1319 (2002) ☆

17．M.Y.Gabril,T.Onita,P.G.Ji,H.Sakai,F.L.Chan,J.Koropatnick,J.L.Chin,M.Moussa,J.W.Xuan:Prostate
 

targeting:PSP94 gene promoter/enhancer region directed prostate tissue-specific expression in a transgenic
 

mouse prostate cancer model,Gene Therapy 9(23),1589-1599 (2002) ☆

18．D.Aoki,S.Koga,T.Shono,H.Kanetake,F.Matsuya,S.Hirashima,K.Shindo,M.Hayashi:Simultaneous
 

two-plane X-ray imaging for endoscopic pecanalization of prostatomembranous urethral disruption,Urology,

泌尿器科学

長崎大学医学部業績集 ２．研究業績

75



60(5),899-901(2002)

19．A.Nazneen,M.Nishikido,S.Koga,H.Kanetake,D.Liu,T.Harada,T.Taguchi:Severe arteriolar lesion
 

mimicking drug-induced arteriolopathy in a long-term surviving renal all ograft,Clinical Transplantation,16

(Suppl.8),72-76(2002)

20．H.Hisamatsu,H.Sakai,J.Irie,K.Maeda,H.Kanetake:Adrenocortical carcinoma with primary aldosteronism
 

associated with Cushing syndrome during recurrence,BJU International,90(9),971-972(2002)

Ｂ 邦 文

Ｂ-ａ

１．古賀 史、内藤誠二、藤本直浩、道永 成、野口正典、魚住二郎、酒井英樹、金武 洋、濱田泰之、三股浩光、蓮

井良浩、西山賢龍、中川昌之、諸角誠人：九州沖縄地区における根治的前立腺摘除術前のネオアジュバントホルモ

ン療法の現況―九州沖縄地区アンケート調査結果―、西日本泌尿器科、64(1）、13-21（2002）

２．野口 満、金武 洋：泌尿器科病棟管理マニュアル：ベッドサイド処置の実際 高齢者の痴呆（psycho

-urology）、臨床泌尿器科、56(4）、168-172（2002）

３．久松 浩、酒井英樹、金武 洋：再燃前立腺癌に対する DES-DP（diethylstilbestrol diphosphate）の点滴静注療

法の検討と問題点、西日本泌尿器科、64(4）、199-202（2002）

４．南 祐三、金武 洋：前立腺癌内分泌療法とQOL－Hot flush発現状況についての一 察－、カレントテラピー、

20(5）、91-94（2002）

５．村井 勝、島田 誠、酒井英樹：座談会「前立腺癌内分泌療法におけるQOL－ステロイド性アンチアンドロゲン剤

の意義－」、Pharma Medica,20(3),139-146(2002）

６．野口 満、金武 洋：透析患者の腹水―難治性腹水の外科的治療―、臨牀透析、18(6）、713-717（2002）

７．酒井英樹、金武 洋：一般診療に必要な泌尿器科の知識―この様な時専門家はどうしているか― 治療薬のトピッ

クス：前立腺肥大症の薬物療法、診断と治療、90(7）、1085-1089（2002）

８ 野俣浩一郎、相良祐次、東武昇平、計屋知彰、津田 聡、野口 満、江口二朗、金武 洋：血液透析施行中の Cisplatin

抵抗性転移性移行上皮癌患者に対する Paclitaxel（TXL）療法における血中 TXL濃度の経時的変化と副作用の発

現について、癌と化学療法、29(7）、1247-1250（2002）

９．九州泌尿器科共同研究会：秦野 直、小川由英、松本哲朗、高橋康一、内藤誠二、田中正利、有吉朝美、大島一寛、

辻 祐治、平塚義治、野田進士、松岡 啓、宮原 茂、眞崎善二郎、魚住二郎、金武 洋、古賀成彦、上田昭一、

吉田正貴、野村芳雄、三股浩光、長田幸夫、蓮井良浩、長野正史、中川昌之、川原元司：九州地方における精巣捻

転の臨床的検討―九州泌尿器科共同研究―、西日本泌尿器科、64(6）、380-390（2002）

10．金武 洋：第17回前立腺シンポジウム記録、座長コメント、泌尿器外科、15(8）、891（2002）

11．久松 浩、宮田康好、酒井英樹、金武 洋：第17回前立腺シンポジウム記録、内分泌療法を選択した stageB前立腺

癌患者の予後、泌尿器外科、15(8）、899-901（2002）

12 酒井英樹：第17回前立腺シンポジウム記録、司会、ディベート：無治療経過観察、泌尿器外科、15(8）、960-974（2002）

13．酒井英樹、金武 洋：前立腺疾患の臨床－良性疾患から前立腺癌まで－、前立腺肥大症、薬物療法：ホルモン系薬

剤、日本臨床、60(増11）、358-361（2002）

14．江口二朗、野俣浩一郎、古賀成彦、金武 洋、草場泰之、由良守司、広瀬 建：男性不妊症の臨床的検討、西日本

泌尿器科、64(12）、687-691（2002）

15．松屋福蔵、鵜殿雅子、野口 満：特集：CAPD療法とその対策、CAPDカテーテル留置術、泌尿器外科、15(12）、

1279-1284（2002）

Ｂ-ｃ

１．酒井英樹、金武 洋：機能温存を目指した根治的前立腺全摘除術、第28回尿路悪性腫瘍研究会記録 尿路悪性腫瘍

治療の現況と将来、新島端夫発行、尿路悪性腫瘍研究会事務局（東京）、51-54（2002）

Ｂ-ｄ

１．神田 滋（金武 洋、野俣浩一郎、大津留晶）：腫瘍血管新生阻害療法における分子標的のクローニング、平成11年

度・平成12年度科学研究費補助金（基盤研究 ⑵）研究成果報告書（2001）

２ 酒井英樹：前立腺癌における変異β-microseminoprotein mRNA発現の意義、平成11年度～平成12年度科学研究費

補助金（基盤研究 ⑵）研究成果報告書（2001）

３．金武 洋（野俣浩一郎、神田 滋）：表在性膀胱腫瘍の再発、進展の予測因子としての血管新生因子の意義、平成11

年度～平成13年度科学研究費補助金（基盤研究 ⑵）研究成果報告書（2002）
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４．神田 滋（金武 洋、野俣浩一郎）：泌尿器科進行癌における血管内皮細胞特異的な抗血管新生治療の分子標的の同

定、平成13年度・14年度科学研究費補助金（基盤研究 ⑵）研究成果報告書（2002）

５．古賀成彦（神田 滋、林徳真吉）：泌尿器科領域の癌におけるアラキドン酸代謝系の役割、平成12年～平成14年度科

学研究費補助金（基盤研究 ⑵）研究成果報告書（2002）

原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 SCI  B-ａ B-ｂ B-ｃ B-ｄ 合計 総 計

2002 20 0 0 0 20 19 15 0 1 5 21 41

学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2002 0 0 15 15 3 1 77 81 96

原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2002 0.488 2.857 0.950 2.714

Impact factor値一覧

Impact factor １教官当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2002 74.103 10.586 3.9
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Ａ 欧 文

Ａ-ａ

１．Kanazawa S,Kitaoka T,Ueda Y,Gong H,Amemiya T:Interaction of zinc and vitamin A on the ocular
 

surface.Graefe’s Arch Clin Exp Ophthalmol 240(12):1011-1021,2002

２．Bhutto IA,Lu ZY,Takami Y,Amemiya T:Retinal and choroidal vasculature in rats with spontaneous diabetes
 

type 2 treated with the angiotensin-converting enzyme inhibitor cilazapril: corrosion cast and electron-

microscopic study.Ophthalmic Res 34(4):220-231,2002

３．Kuroki AM,Bhutto IA,Kitaoka T,Amemiya T:Natural course of experimental choroidal neovascularization:

three-dimensional study with corrosion cast and scanning electron microscope.Ophthalmic Res 34(4):200-205,

2002 〇

４．Ueda Y,Kanazawa S,Gong H,Miyamura N,Kitaoka T,Amemiya T:The retinal pigment epithelium of Cr-

deficient rats.Life Sci 71(13):1569-1577,2002

５．Ueda Y,Kanazawa S,Ohira A,Miyamura N,Takaki T,Kitaoka T,Amemiya T:Retinal vascular obstruction
 

and asymptomatic cerebral infarction.Jpn J Ophthalmol 46(2):209-214,2002

６．Kuroki AM,Kitaoka T,Taniguchi H,Amemiya T:Hyperbaric oxygen therapy reduces visual field defect
 

after macular hole surgery.Ophthalmic Surg Lasers 33(3):200-206,2002

７．Saitoh A,Taniguchi H,Gong H,Ohira A,Amemiya T,Baba T:Long-term effect on optic nerve of silicone
 

oil tamponade in rabbits:histological and EDXA findings.Eye 16(2):171-176,2002 〇

８．Ogawa T,Kitaoka T,So K,Yamashita M,Amemiya T:Gonioscopic detection of a ciliary epithelial tear in
 

atopic dermatitis.Retina 22(2):245-246,2002

９．Bhutto IA,Amemiya T:Choroidal vasculature changes in spontaneously hypertensive rats - transmission
 

electron microscopy and scanning electron microscopy with casts.Ophthalmic Res 34(2):54-62,2002

10．Lu ZY,Gong H,Amemiya T:Aluminum chloride induces retinal changes in the rat.Toxicol Sci 66(2):253-260,

2002

11．Amemiya T,Hayashida H,Dake Y:Metastatic orbital tumors in Japan:a review of the literature.Ophthalmic
 

Epidemiol 9(1):35-47,2002

12．Tsuda Y:Optic Nerve changes in Ascorbic Acid-defocoemt Rats.Acta Med.Nagasaki 47:161-166,2002〇

Ａ-ｂ

１．Wakiyama H,Kishikawa Y, Imamura N,Amemiya T:Ocular disease and Axial Length in Atomic Bomb
 

Survivors Exposed to Irradiation in Nagasaki.Invest Ophthalmol Vis Sci 43:E-Abstract 338,2002

２．Kinoshita A,Gong H,Amemiya T,Takaya K,Tozu M,Ohashi Y:Change Of Elements And Organic Substances
 

In Lens Of Normal Wistar Kyoto Rats.Invest Ophthalmol Vis Sci 43:E-Abstract 472,2002

３．Fujikawa A,Gong H,Amemiya T:Vitamin E Prevents Changes in the Cornea and Conjunctiva Due to Vitamin
 

A Deficiency.Invest Ophthalmol Vis Sci 43:E-Abstract 1643,2002

４．Takehara A,Gong H,Amemiya T:Ultrastructural And Analytical Study In The Retina Of Copper-excessive
 

Rats.Invest Ophthalmol Vis Sci 43:E-Abstract 2615,2002

５．Gong H,Kinoshita A,Amemiya T,Kishikawa Y,Takaya K,Tozu M,Ohashi Y:Age-related Changes of Trace
 

Elements and Vitamins in Normal Rat Retina -Time-of-flight Secondary Ion Mass Spectrometry Study.

Ophthalmol Vis Sci 43:E-Abstract 2796,2002

６．Kishikawa Y,Gong H,Kitaoka T,Amemiya T,Takaya K,Tozu M,Ohashi Y:Tof-sims Analysis Of Elements
 

And Organic Substances In Proliferative Tissues Of Age Related Macular Degeneration.Invest Ophthalmol
 

Vis Sci 43:E-Abstract 2797,2002

７．Lu ZY,Amemiya T:Development and Apoptosis of Corneal Limbal Cells in the Rat.Invest Ophthalmol Vis
 

Sci 43:E-Abstract 3210,2002

８．Hayashida H, Lu ZY, Amemiya T: Ultrastructure of the Cornea in Zinc-deficient Rat Fetuses. Invest
 

Ophthalmol Vis Sci 43:E-Abstract 3212,2002

９．Matsuo Y,Li Y,Taniguchi H,Amemiya T:Angiogenesis Inhibitor FR118487 Inhibits Experimental Choroidal
 

Neovascularizaton,as Shown by Corrosion Casts and Scanning Electron Microscopy.Invest Ophthalmol Vis
 

Sci 43:E-Abstract 3306,2002

10．Li Y,Lu ZY,Amemiya T:Zinc Deficiency Induces Lens Changes in the Rat.Invest Ophthalmol Vis Sci 43:E-

眼 科 学
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Abstract 3595,2002

Ａ-ｃ

１．Kitaoka T,Yamashita M,Miyamura N,Amemiya T:Posterior Vitreous in the Case of Macular Hole Retinal
 

Detachment Visualized by Triamcinolone Acetonide.Clin Exp Ophthalmol 30(Supple):A345,2002

２．Amemiya T,Gong H,Takaya K,Tozu M,Ohashi Y:Changes of Vitamins A and E and Fatty Acids in Light
 

and Dark Conditions Detected with TOF-SIMS.Clin Exp Ophthalmol 30(Supple):A346,2002

３．Mohamed YH,Deguchi H,Amemiya T:Retinochoroidal Morphological Changes in the Mice after chronic
 

Ultraviolet Irradiation.Clin Exp Ophthalmol 30(Supple):A349,2002

４．Kinoshita Y,Amemiya T,Takaya K,Tozu M,Ohashi Y, Gong H:TOF-SIMS Analysis of substances in
 

Abnormal Tissues Related to Human Macular disease.Clin Exp Ophthalmol 30(Supple):A379,2002

５．Gong H,Amemiya T,Takaya K,Tozu M,Ohashi Y:Application of TOF-SIMS to Ocular Tissue.Clin Exp
 

Ophthalmol 30(Supple):A448,2002

６．Gong H,Amemiya T,Takaya K,Tozu M,Ohashi Y:Time-of-Flight Secondary Ion Mass Spectrometry of
 

Trace Elements in Normal Rat Ocular Tissues.15 International Congress on Electron Microscopy Proceed-

ings,Durban South Africa,613-614,2002

７．Takami Y,Gong H,Amemiya T:Vitamin B Deficiency Indues Damage in the Conjunctiva and Cornea in the
 

Rats.15 International Congress on Electron Microscopy Proceedings,Durban South Africa,279-280,2002

８．Lu ZY,Amemiya T:Lens Changes in OLETF(Spontaneously Diabetic)Rats.The 4 Asian Cataract Research
 

Conference,Shenyang China,june,2002

９．Kitaoka T:Macular translocation for subfoveal choroidal neovascularization.In Symposium:The basic and
 

clinical advances in fundus disease.The VIII Congress of Chinese Ophthalmological Society,Xi’an,China,

September 6-10,2002,Abstract book of The VIII Congress of Chinese Ophthalmological Society,18-19,2002

Ｂ 邦 文

Ｂ-ａ

１．谷口 亮、北岡 隆、大庭啓介、金沢佑隆、谷口寛恭、雨宮次生：後部ぶどう腫を伴った網膜剝離、眼臨、96（1）：

14-16、2002

２ 小川月彦、山下美和子、宗 今日子、嵩 義則：非穿孔性線維柱帯切除術の線維柱帯切開術併用効果、臨眼、56（2）：

147-152、2002

３．隈上武志、齋藤了一、木下明夫、大谷信夫、久保田 伸、雨宮次生：光干渉断層計を用いた緑内障眼における視神

経乳頭形状の解析、臨眼、56(3)：321-324、2002

４．脇山はるみ、岸川泰宏、今村直樹、雨宮次生：被爆者の眼軸長、臨眼、56(3）：317-320、2002

５．三島一晃、津田恭央、出口裕子、小川明日香、林田裕彦、北岡 隆、雨宮次生：ボツリヌス毒素製剤による眼瞼痙

攣治療成績、臨眼、56(3）：249-252、2002

６．嵩 義則、大谷信夫、武田哲郎、雨宮次生、宗 今日子、小川月彦：離島（五島列島）における網膜剝離の現況、

臨眼、56(4）：527-530、2002

７．津田恭央、森 彩乃、武田哲郎、北岡 隆、雨宮次生：近視性新生血管黄斑症の中心窩移動術の手術成績、臨眼、

56(4）：419-422、2002

８ 武田哲郎、宗 今日子、大庭啓介、津田恭央、北岡 隆、雨宮次生：加齢黄斑変性に対する黄斑移動術、臨眼、56(4）：

409-413、2002

９．渡辺めぐみ、大庭啓介、北岡 隆、雨宮次生：シリコーンオイル注入併用硝子体手術例における術後増殖膜発症要

因、臨眼、56(4）：443-446、2002

10．久保田 伸、谷口寛恭、金沢佑隆、鬼塚摂子、福田香織、雨宮次生：拒絶反応と えられたヒト移植角膜片の電子

顕微鏡的検討、臨眼、56(4）：551-555、2002

11．高木和子、齋藤了一、大谷信夫、宮本潤子、雨宮次生：下肢静脈血栓症および肺血栓塞栓症に合併した網膜中心静

脈閉塞症の１例、臨眼、56(5）：779-781、2002

12．吾妻潤子、山下美和子、小川明日香、雨宮次生：視神経炎の光干渉断層計による所見、臨眼、56(5）：867-870、2002

13．大谷信夫、齋藤了一、雨宮次生：イソプロピルウノプロストン点眼からラタノプロスト点眼への切り替えによる緑

内障性視野に与える短期的影響、臨眼、56(6）：1029-1032、2002

14．酒井 淳、谷口寛恭、福田香織、鬼塚摂子、雨宮次生：角膜移植時に採取された角膜の病理組織像-格子状角膜変性

症-、眼臨、96(7）：747-750、2002

15．森 彩乃、芦 忠陽、山川慶太、津田恭央、雨宮次生：Bowen病の臨床像の検討、臨眼、56(4）：577-580、2002
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16．小川月彦、小川明日香、宗 今日子：脈絡膜新生血管による高度視力障害が保存療法で改善した Punctate inner
 

choroidopathyの１例、眼臨、96(5）：514-517、2002

17 小川月彦、小川明日香、宗 今日子：原発開放隅角緑内障の目標眼圧と視野障害進行因子の検討、日眼会誌、106(8）：

488-493、2002

18．谷口 亮、北岡 隆、出口裕子、雨宮次生：硝子体手術が奏功したHTLV-I associated uveitis、眼臨、96(9）：

922-924、2002

19．津田恭央、宮 華青、雨宮次生：多発性の涙腺多形腺腫の１例、臨眼、56(8）：1349-1353、2002

20 宗 今日子、三島一晃、北岡 隆、雨宮次生：眼科手術時に生じた角膜上皮欠損の治癒に及ぼす因子、眼臨、96(8）：

850-852、2002

21．上松聖典、北岡 隆、岸川泰宏、大庭啓介、雨宮次生：特発性黄斑円孔に対する内境界膜除去の範囲の影響、眼臨、

96(8）：844-846、2002

22．吾妻潤子、齋藤了一、雨宮次生：正常眼圧緑内障の直線偏光近赤外線照射による治療効果、眼臨、96(11）：

1136-1138、2002

Ｂ-ｂ

１ 宮 華青、雨宮次生、高屋憲一、戸津美矢子、大橋善治：Time-of-Flight Secondary Ion Mass Spectrometry (TOF

-SIMS)による亜鉛欠乏ラット眼組織における微量元素の分析、電子顕微鏡、37(増１）：222、2002

２．雨宮次生：TOF-SIMSの臨床試料への応用、電子顕微鏡、37(増１）：222、2002

３．北岡 隆、西村哲哉、岡村直之、玉井一司： 新しい術式，眼内炎，硝子体１～４」、眼科、44(4）：561-569、2002

４．北岡 隆：糖尿病網膜症―基礎と治療最前線―、臨床と研究、79(1）：52-56、2002

５．北岡 隆：特発性黄斑円孔に対する内境界膜切除、あたらしい眼科、19(6）：705-708、2002

Ｂ-ｃ

１．雨宮次生：癌部腫瘍、病気の形態学 ．呼吸器・感覚器の疾患、日本臨床電子顕微鏡学会編、学際企画、

114-116、2002

２．北岡 隆：パーフルオロカーボンによる合併症とその対策、眼内充塡物質の使い方、寺崎浩子編、文光堂（東京）、

眼科診療プラクティス (81）：58-61、2002

３．北岡 隆：パーフルオロカーボンの使い方―私の手技②、眼内充塡物質の使い方、寺崎浩子編、文光堂（東京）、眼

科診療プラクティス (81）：58-61、2002

４．北岡 隆：術中の眼底観察、文光堂（東京）、眼科学、1259-1261、2002

５．北岡 隆：水晶体切除術、文光堂（東京）、眼科学、1261-1262、2002

６．北岡 隆：硝子体切除術、文光堂（東京）、眼科学、1262-1263、2002

７．北岡 隆：人工的後部硝子体剝離、文光堂（東京）、眼科学、1263-1264、2002

８．北岡 隆：増殖膜処理、文光堂（東京）、眼科学、1264-1268、2002

原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 SCI  B-ａ B-ｂ B-ｃ B-ｄ 合計 総 計

2002 12 10 9 0 31 20 22 5 8 0 35 66

学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2002 1 1 18 20 1 5 48 54 74
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原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2002 0.470 3.875 0.645 2.5

Impact factor値一覧

Impact factor １教官当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2002 53.925 6.741 2.696
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Ａ 欧 文

Ａ-ａ

１．I.Sando,C.D.Balaban,K.Takasaki,S.Haginomori:ESTIMATED LOCATIONS OF THE NARROWEST
 

PORTION OF THE EUSTACHIAN TUBE LUMEN DURING CLOSED AND OPEN STATES.ANNALS OF
 

OTOLOGY,RHINOLOGY AND LARTNGOLOGY 111(3),255-260(2002)

２．K.Komatsu, N. Nakamura, M. Ghadami, N. Matsumoto, T. Kishino, T. Ohta, N. Niikawa, K. Yoshiura:

Confirmation of genetic homogeneity of nonsyndromic low-frequency sensorineural hearing loss by linkage
 

analysis and a DFNA6/14mutationin a Japanese family.J Hum Genet 47,395-399 (2002)

３．Y.Takahashi,Y.Nakao,T.Hayashi,T.Kobayashi:Mesenchymal chondrosarcoma of the temporal bone.

Auris,Nasus,Larynx 29,371-374(2002)

４．T.Tabuchi,Y.Nakao,N.Sakihama,T.Kobayashi:Vascular permeability to fluorescent substances in human
 

cranial nerves.Ann Otol Rhinol Laryngol 111(8),736-737(2002)

５．Y.Miyabe,T.Kikuchi,T.Kobatashi:Comparative Immunohistochemical Localizations of Aquaporin-1 and
 

Aquaporin-4 in the Cochleae of Three Different Species of Rodents.Tohoku J.Exp 196,274-257(2002)

６．Y.Nakao,E.Piccirillo,M.Falcioni,A.Taibah,A.Russo,T.Kobayashi,M.Sanna:Prediction of Facial Nerve
 

Outcome Using Electromyographic Responses in Acoustic Neuroma Surgery.Otology and Neurotology 23,93-

95(2002)

Ａ-ｂ

１．I. Miyamoto, Y. Kanda, M. Shiromaru, T. Kondo, K. Shigeno, H. Kumagami, J. Takano, T. Kobayashi:

COCHLEAR IMPLANTATION IN A PATIENT WITH TYPE 1USHER’S SYNDROME. Cochlear
 

Implants-An Update,507-510(2002)

２．J.Takano,Y.Kanda,H.Kumagami,T.Tashiro,I.Miyamoto,K.Shigeno T.Kobayashi:FOUR CASES OF
 

COCHLEAR IMPLANTATION IN LARGE VESTIBULAR AQUEDUCT SYNDOROME.Cochlear Implants-

An Update,279-289 (2002)

３．Y. Kanda, K. Shigeno, H. Kumagami, H. Tanaka, J. Takano, I. Miyamoto, T, Kobayashi:PEDIATRIC
 

COCHLEAR IMPLANTATION IN NAGASAKI.Cochlear Implants-An Update,401-408(2002)

Ｂ 邦 文

Ｂ-ａ

１．石丸幸太朗、菊地俊彦、山野辺滋晴、小林俊光：視神経管隆起、内頸動脈隆起、および前頭蓋底に骨欠損を伴った

後部副鼻腔嚢胞の１例．耳鼻と臨床 48(3）、198-202（2002）

２．加瀬敬一、菊地俊彦、高野 潤、小林俊光：蝶形骨洞より生じた巨大な後鼻孔ポリープの１例．耳鼻と臨床

48(3）、193-197（2002）

３．梅木 寛、高崎賢治、高野 篤、崎浜教之、中田孝重、山中淳子、長島聖二、山本善裕、浅井貞宏、岩崎啓介：肺

大細胞癌による転移性口蓋扁桃腫瘍の１例．耳鼻咽喉科・頭頸部外科 74(11）、797-800（2002）

４．穐山直太郎、菊地俊彦、高野 潤、小林俊光、安倍邦子、林 徳真吉：内視鏡的副鼻腔手術による詳細な観察が診

断上極めて有用であったWegener肉芽腫瘍の１例．耳鼻と臨床 48(4）、259-264（2002）

５．中島成人：突発性低髄液圧症候群に伴った両側急性低温障害型感音難聴の一例．Audiology Japan 45,187-191(2002)

Ｂ-ｂ

１．神田幸彦、田代哲也：難聴―先天性難聴、後天性難聴―．MB ENT 12,41-49 (2002)

２．重野浩一郎：日常生活動作とめまい．MB ENT 13,68-76(2002)

Ｂ-ｃ

１．中尾善亮、小林俊光：耳鼻咽喉科頭頸部外科のレーザー治療． ．耳科領域のレーザー治療．２．慢性中耳炎．耳

耳鼻咽喉科学
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鼻咽喉科診療プラクティス、22-25（2002）

原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 SCI  B-ａ B-ｂ B-ｃ B-ｄ 合計 総 計

2002 6 3 0 0 9 4 5 2 1 0 8 17

学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2002 0 0 3 3 0 0 39 39 42

原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2002 0.529 1.125 0.444 0.5

Impact factor値一覧

Impact factor １教官当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2002 5.091 0.636 1.273
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Ａ 欧 文

Ａ-ａ

１．Kaminogo M,Hayashi H,Ishimaru H,Morikawa M,Kitagawa N,Matsuo Y,Hayashi K,Yoshioka T,Shibata
 

S:Depicting cerebral veins by three-dimensional CT angiography before surgical clipping of aneurysms.AJNR
 

23:85-91,2002

２．Jinnai H,Watashiba H,Kajihara T,Nishikawa Y,Takahashi M,Ito M:Surface curvatures of trabecular bone
 

microarchitecture.Bone 30:191-194,2002

３．Abe H,Ashizawa K,Katsuragawa S,MacMahon H,Doi K:Use of an artificial neural network to determine
 

the diagnostic value of specific clinical and radiologic parameters in the diagnosis of interstitial lung disease
 

on chest radiographs.Acad Radiol 9:13-17,2002

４．Sumi M,Takagi Y,Uetani M,Morikawa M,Hayashi K,Kabasawa H,Aikawa K,Nakamura T:Diffusion

-weighted echoplanar MR imaging of the salivary glands.AJR 178:959-965,2002

５．Ito M,Nishida A,Nakamura T,Uetani M,Hayashi K:Differences of three-dimensional trabecular micros-

tructure in osteopenic rat models caused by ovariectomy and neurectomy.Bone 30:594-598,2002

６．Shibata T,Shiraishi A,Sato T,Masaki T,Masuda A,Hishiya A,Ishikura N,Higashi S,Uchida Y,Saito MO,

Ito M,Ogata E,Watanabe K,Ikeda K:Vitamin D hormone inhibits osteoclastogenesis in vivo by decreasing
 

the pool of osteoclast precursors in bone marrow.J Bone Miner Res 17:622-629,2002

７．Nishida S,Tsurukami H,Sakai A,Sakata T, Ikeda S,Tanaka M, Ito M,Nakamura T:Stage-dependent
 

changes in trabecular bone turnover and osteogenic capacity of marrow cells during development of type II
 

collagen-induced arthritis in mice.Bone 30:872-879,2002

８．Sueyoshi E,Imada T,Sakamoto I,Matsuoka Y,Hayashi K:Analysis of predictive factors for progression of
 

type B aortic intramural hematoma with computed tomography.J Vasc Surg 35:1179-1183,2002

９．Shiraishi A,Higashi S,Masaki T,Saito M,Ito M,Ikeda S,Nakamura T:A comparison of alfacalcidol and
 

menatetrenone for the treatment of bone loss in an ovariectomized rat model of osteoporosis.Calcif Tissue Int
 

71:69-79,2002

10．Sueyoshi E,Matsuoka Y,Imada T,Okimoto T,Sakamoto I,Hayashi K:New development of an ulcerlike
 

projection in aortic intramural hematoma:CT evaluation.Radiology 224:536-541,2002

11．Hayashi K,Kitagawa N,Takahata H,Morikawa M,Yoshioka T,Shabani HK,Kitange G,Ochi M,Kaminogo
 

M,Shibata S:Endovascular treatment for cervical carotid artery stenosis presenting with progressing stroke:

three case reports.Surg Neurol 58:148-154,2002

12．Ito M,Nishida A,Koga A,Ikeda S,Shiraishi A,Uetani M,Hayashi K,Nakamura T:Contribution of trabecular
 

and cortical components to the mechanical properties of bone and their regulating parameters.Bone 31:351

-358,2002

13．Kaminogo M,Ishimaru H,Morikawa M,Suzuki Y,Shibata S:Proton MR spectroscopy and diffusion-weighted
 

MR imaging for the diagnosis of intracranial tuberculomas.Report of two cases.Neurol Res 24:537-543,2002

14．Jinbayashi H,Aoyagi K,Ross PD,Ito M,Shindo H,Takemoto T:Prevalence of vertebral deformity and its
 

associations with physical impairment among Japanese women:The Hizen-Oshima Study.Osteoporos Int 13:

723-730,2002

15．Nakashima K,Morikawa M,Ishimaru H,Ochi M,Kabasawa H,Hayashi K:Three-dimensional fast recovery
 

fast spin-echo imaging of the inner ear and the vestibulocochlear nerve.Eur Radiol 12:2776-2780,2002

16．Yamaguchi J,Sakamoto I,Fukuda T,Fujioka H,Komuta K,Kanematsu T:Computed tomographic findings
 

of colorectal liver metastases can be predictive for recurrence after hepatic resection.Arch Surg 137:1294

-1297,2002

17．Ishimaru K,Isomoto I,Okimoto T,Itoyanagi A,Uetani M:Sarcoidosis of the breast.Eur Radiol 12 Suppl 3:

S105-S108,2002

Ａ-ｂ

１ Uetani M,Kawahara Y,Hashmi R,Hayashi K,Shindo H:Articular and juxtaarticular cystic lesions:evalua-

tion with MR imaging.Acta Medica Nagasakiensia 47:97-104,2002

放射線医学

84



Ａ-ｃ

１．Morii H,MikiT,ItoM,Uchida Y,Takaishi Y,Nakatsuka K,Tahara H:9 Primary osteoporosis.In Calcium
 

in Internal Medicine(Morii H,Nishizawa Y,Massry SG eds,;Springer)

２ Ishida T, Katsuragawa S, Nakamura K, Ashizawa K, MacMahon H, Doi K: Computerized analysis of
 

interstital lung diseases on chest radiographs based on lung texture,geometric-pattern features and artificial
 

neural networks.Proc SPIE 4684,1331-1338,2002

Ｂ 邦 文

Ｂ-ａ

１ 松山直弘、芦澤和人、林 秀行、越智誠、林 邦昭、本田純久、福田 徹、奥野浩二、藤原一美、今泉美治：Multidetector

-row CTを用いた胸部造影検査における造影剤量の検討 240mgl/ml製剤80mlの適応について．映像情報Medi-

cal 34(13):1268-1273,2002

２．熊谷謙治、伊達武利、鈴木暢彦、進藤裕幸、林 靖之：放射線治療が奏効した仙椎発生骨巨細胞腫の３症例．整形

外科と災害外科 51(2)：242-246、2002

３．木村正剛、芦澤和人、松山直弘、門田淳一、河野 茂、林 邦昭：Wegener肉芽腫症の胸部画像所見 CTによる

経過観察を中心に．日本呼吸器学会雑誌 40(2)：171-176、2002

Ｂ-ｂ

１．坂本一郎、福島 文、松山直弘、林 邦昭：【胸部Ｘ線診断 その効用と限界、未来】 高血圧のＸ線診断．臨床画

像 18(1)：18-27、４、2002

２．坂本一郎、松山直弘、福島 文、西田暁史、今福義博、林 邦昭：【胸部の最新画像診断2002】 大動脈瘤の画像診

断 成因別の画像的特徴を中心に．臨床放射線 47(1)：65-74、2002

３．松永尚文、岡田宗正、松本常男、菅 一能、林 邦昭：【胸部Ｘ線診断 その効用と限界、未来】 高安動脈炎．臨

床画像 18(1)：46-55、2002

４．林 邦昭：【画像診断で広がる病診連携】 胸部 肺癌、肺血栓塞栓症を中心に．Medical Digest 51(1):14-20,2002

５．上谷雅孝、川原康弘、林 邦昭：【骨軟部腫瘤の鑑別診断 画像から組織にせまる】 血腫、ヘモグロビン沈着や液

面形成を伴う病変．画像診断 22(3)：277-283、2002

６ 川原康弘、上谷雅孝、林 邦昭：【骨軟部腫瘤の鑑別診断 画像から組織にせまる】 嚢胞性病変．画像診断 22(3)：

293-300、2002

７．伊東昌子：【骨粗鬆症 最新の成因研究と治療動向】 骨粗鬆症の検査・診断 マイクロ CTによる骨梁計測．日本

臨床 60 増刊３：211-219、2002

８．松永尚文、松本常男、菅 一能、岡田宗正、林 邦昭、坂本一郎：【大動脈炎症候群をどう診るか】 診る 大動脈

炎症候群の臨床所見をどうとらえるか 血管造影所見をどう読むか．Heart View 6(3):388-396,2002

９．上谷雅孝、川原康弘、林 邦昭：【関節炎の画像診断】 その他の関節炎．臨床画像 18(3)：304-312、2002

10．林 靖之、越智 誠、林 邦昭：【放射線治療最前線 放射線治療の EBM】 転移性脳腫瘍．日本医学放射線学会雑

誌 62(4)：120-125、2002

11．伊東昌子：骨の構造と強度．武雄杵島臨床医学誌 12：104-106、2002

12．上谷雅孝、川原康弘、相川勝彦：Direction in Contrast MR Imaging for The Next Millennium 関節 肩関節・

肘関節・手関節．INNERVISION 17(5):38-43,2002

13．林 邦昭、越智 誠、上谷雅孝、藤本俊文：【若手放射線科医がマスターすべき画像診断テクニック】 おさえてお

きたい画像診断の基礎知識 単純Ｘ線写真の評価．臨床画像 18 ４増刊：24-32、2002

14．伊東昌子：骨粗鬆症診断・治療マニュアル 閉経期骨量減少に対する運動の意義と限界．Monthly Book Orth-

opaedics 14(4):29-34,2001

15．林健太郎、北川直毅、吉岡 努、森川 実、越智 誠、上之郷眞木雄、柴田尚武：脳底動脈狭窄症に対するステン

ト留置術．脳と神経 54(6)：527-531、2002

16．芦澤和人、林邦昭、桂川茂彦：間質性肺疾患におけるコンピュータ支援診断の研究 ニューラルネットワークを用

いた鑑別診断について．INNERVISION 17(8):44,2002

17．川原康弘、上谷雅孝、林 邦昭：今月の症例 滑膜骨軟骨腫症 臨床放射線、47(9)、1181-1183、2002

18．伊東昌子、河野美香：骨量測定機器の互換性 橈骨 pQCT．Osteoporosis Japan 10(3):422-424,2002

19 松尾孝之、鎌田健作、出雲 剛、谷 政治、森 勝治、高橋治城、林 靖之、越智 誠、柴田尚武：Linac Radiosurgery

におけるAVM 治療適応と限界．定位的放射線治療 ６：17-23、2002

20 森川 実：ファンクショナルMRI及び拡散強調画像を用いた脳機能局在に関する研究．INNERVISION 17(8):73,

2002
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21．田島義証、黒木 保、福田顕三、常岡伯紹、鬼塚伸也、古井純一郎、磯本一郎、林 邦昭、兼松隆之：【膵・胆道領

域における dynamic imaging】 Dynamic MRIを用いた Time-signal Intensity Curveによる膵疾患の診断と評

価．胆と膵 23(7)：571-578、2002

22．伊東昌子：【続発性骨粗鬆症 診断と治療の実際】 続発性骨粗鬆症の臨床症状と診断 診断と治療効果の評価 Ｘ

線学的検査．Prog Med 22(8):1813-1817,2002

23．川原康弘、上谷雅孝：【骨軟部MRIのトピック】 膝内障診断のための適正な撮像法．映像情報 Medical 34(10):

964-969,2002

24．伊東昌子、井口登美子、森山郁子：臨床最前線、いま何が問題か 更年期をいかにのりきるか 更年期における骨

粗鬆症について．日本産科婦人科学会雑誌 54(9)：N427-N430、2002

25．伊東昌子：【骨塩定量法の現状と将来展望】 骨塩定量法の将来展望 Clinical Calcium 12(11):1525-1530,2002

26．伊東昌子：【骨粗鬆症 実地医家のための病態・診断・治療の最前線】 骨粗鬆症・セミナー 骨粗鬆症の診断技術

の進歩とその読みかた 骨微細構造の画像診断．Med Pract 19(10):1683-1688,2002

27．松永尚文、有田 剛、坂本一郎、林 邦昭：血栓の画像診断．画像診断 22(11)：1277-1285、2002

28．伊東昌子：骨粗鬆症の診断 画像所見．新しい診断と治療のABC ７ 骨粗鬆症．最新医学：73-89、2002

29．伊東昌子、ランド・ハシュミ：【women’s health careのための画像医学】 加齢と骨．臨床画像 18(11)：

1217-1233、2002

30．林 靖之：【良性疾患の放射線治療】 聴神経腫瘍．臨床放射線 47 別冊：24-35、2002

31 伊東昌子：骨強度に関連した骨量・骨微細構造・骨質 特に薬物療法による変化．日本骨形態計測学会雑誌 12(3)：

51-54、2002

32．林 秀行、二川 栄、林 邦昭：今月の症例 気腫性腎盂腎炎．臨床放射線 47(13)：1867-1868、2002

Ｂ-ｃ

１．伊東昌子：骨粗鬆症を知る、防ぐ、治す本―女性のための骨粗鬆症講座―．伊東昌子 編著、メディカルレビュー

社、1-175、2002

２．上谷雅孝：肩のMRIの pitfall. New Mook整形外科 整形外科MRI診断、越智隆弘／菊地巨一編、金原出版、

136-141、2002

３．上谷雅孝：骨盤と股関節のMRI診断．New Mook整形外科 整形外科MRI診断、越智隆弘／菊地巨一編、金原出

版：167-174、2002

Ｂ-ｄ

１．上谷雅孝：慢性関節リウマチのMRIによる早期診断、活動性および予後判定に関する研究．厚生労働省研究費補助

金免疫アレルギー疾患予防研究事業 関節リウマチの発症及び重篤な合併症に関する研究 平成13年度 総括・分

担研究報告書（主任研究者 江口勝美）

原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 SCI  B-ａ B-ｂ B-ｃ B-ｄ 合計 総 計

2002 17 1 2 0 20 16 3 32 3 1 39 59

学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2002 1 0 15 16 5 0 65 70 86

原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2002 0.339 1.818 0.8 1.455
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Impact factor値一覧

Impact factor １教官当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2002 46.509 4.228 2.907
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Ａ 欧 文

Ａ-ａ

１．Fujishita A,Khan KN,Masuzaki H,Ishimaru T:Influence of pelvic endometriosis and ovarian endometrioma
 

on fertility.Gynecologic and Obstetric Investigation 53(Suppl 1):40-45,2002.

２．Yoshimura S,Masuzaki H,Nakayama D,Kitajima M,Yoshida A,Ishimaru T:Prenatal vitamin E treatment
 

improves lung growth in fetal rats with congenital diaphragmatic hernia.Acta Medica Nagasakiensia 47:117

-21,2002.☆

３．Fukuda H,Masuzaki H,Ishimaru T:Interleukin-6 and interleukin-1 receptor antagonist in amniotic fluid and
 

cord blood in patients with pre-term,premature rupture of the membranes.International J Gynecol Obstet 77:

123-129,2002.

４ Ikeda Y, Masuzaki H, Nakayama D, Maeda T, Khan KN, Okita Y, Doi E, Tomonaga M, Ishimaru T:

Successful management and perinatal outcome of pregnancy complicated with myelodysplastic syndrome.

Leukemia Research 26:255-260,2002.

５．Khan KN,Masuzaki H,Fujishita A,Hamasaki T,Kitajima M,Hasuo A,Miyamura Y,Ishimaru T:Association
 

of interleukin-6 and estradiol with hepatocyte growth factor in peritoneal fluid of women with endometriosis．

Acta Obstet Gynecol Scand 81:764-71,2002.

６．Khan KN,Fujishita A,Kitajima M,Masuzaki H,Sekine I, Ishimaru T:Infiltrated macrophage activity in
 

intact tissue of endometriosis.Proceedings of Endometriosis 23:137-42,2002.

７．Muta K,Masuzaki H,Urata Y,Goto S,Ishimaru T,Kondo T:Gene expression of nutric oxide synthase and
 

heme oxygenase in placental villi during pregnancy with and without intrauterine growth restriction.Jounal
 

of Clinical Biochemistry and Nutrition 32:11-21,2002. 〇

８．Miura K, Kishino T, Li E, Webber H, Dikkes P, Holmes GL, Wagstaff J: Neurobehavioral and
 

electroencephalographic abnormalities in ube3a maternal-deficient mice.Neurobiol Dis 9:149-159,2002. ☆

９．Sugita S, Kohno T, Yamamoto K, Imaizumi Y, Nakajima H, Ishimaru T, Matsuyama T: Induction of
 

macrophage inflammatory protein-3a gene expression by TNF-dependent NF-kB activation.J Immunol 168:

5621-5628,2002. 〇

10．Soh Y,Yasuhi I,Nakayama D,Ishimaru T:A case of postpartum cerebellar infarction with hemolysis,elevated
 

liver enzymes,low platelets syndrome.Gynecologic and Obstetric Investigation 53:240-242,2002.

11．Shao J, Yamashita H, Qiao L, Draznin B, Friedman JE: Phosphatidylinositol 3-kinase redistribution is
 

associated with skeletal muscle insulin resistance in gestational diabetes.Diabetes 51:19-29,2002.

12．Eguchi S,Yanaga K,Fujita F,Okudaira S,Furui J,Miyamoto M,Kanematsu T:Living-related right lobe liver
 

transplantation for a patient with fulminant hepatic failure during the second trimester of pregnancy．

Transplantation 73:1970-1971,2002.

13．Yamada T,Kayashima T,Yamasaki K,Ohta T,Yoshiura K,Matsumoto N,Fujimoto S,Niikawa N,Kishino
 

T:The gene TSGA14,adjacent to the imprinted gene MEST,escapes genomic imprinting.Gene 288:57-63,

2002.

14 Kantaputra PN,Yamasaki K,Ishida T,Kishino T,Niikawa N:A dominantly inherited malformation syn-

drome with short stature,upper limb anomaly,minor craniofacial anomalies,and absence of TBX5 mutations:

Report of a Thai family.Am J Med Genet 111:301-306,2002.

15．Miyamoto T,Hasuike S,Jinnno Y,Soejima H,Yun K,Miura K,Ishikawa M,Niikawa N:The human ASCL2
 

gene escaping genomic imprinting and its expression pattern.J Assist Reprod Genet 19:240-244,2002.
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８．小池 敦、足立耕平、馬場啓至、高橋克朗、左側頭葉前半部切除例における呼称能力の低下について、認知神経科

学、３、173-177、2002

９．堀江信貴、高橋伸明、古市将司、森 勝春：解離を呈した巨大紡錘状中大脳動脈瘤の１例、脳と神経、54、

147-151、2002

10．堀江信貴、高橋伸明、古市将司、森 勝春、仲吉則雄：眼球（脈絡膜）転移に対しガンマナイフ治療を行った一例

―眼球固定における工夫―、脳神経外科ジャーナル、11、479-483、2002

11．堀江信貴、高橋伸明、古市将司、森 勝春：ガンマナイフ治療が奏効した副鼻腔悪性黒色腫の１例、脳神経外科、

30、753-758、2002

12．堀江信貴、徳永能治、高橋伸明、古市将司、森 勝春、柴田尚武：軽微な頭部外傷後に重篤な意識障害をきたした

下垂体卒中の1例、脳と神経、54(8)、697-701、2002

13．堀江信貴、高橋伸明、古市将司、森 勝春：脳神経外科領域における経皮内視鏡的胃瘻造設術の臨床的検討、脳と

神経、54、985-988、2002

14．石坂博昭、鮎川真理子：脳血管障害における頚動脈超音波診断法を用いた病型分類、およびその予防と対策に関す

る研究、佐世保市医師会報、96、6-8、2002

Ｂ-ｃ

１．徳永能治、出雲 剛、シャバニ・ハミシ、角田圭司、案田岳夫、上之郷眞木雄、柴田尚武：経鼻的経蝶形骨洞法に

おける外鼻孔の狭窄について、脳腫瘍の外科 ―最新のテクノロジーを用いた正中部および脳幹・間脳腫瘍の手術―、

長尾省吾編、メディカ出版、pp48-53、2002

２．松尾孝之、柴田尚武：Linac radiosurgery、医学のあゆみ（別冊）「Radiosurgeryの最前線 ―現況と展望」、2002

３．角田圭司、Shabani HK、入江暢幸、案田岳夫、柴田尚武：グリオーマにおける薬剤耐性 ―NF-kBの関与につい

て―、ポストシークエンス時代における脳腫瘍の研究と治療、田渕和雄、白石哲也編、九州大学出版会、

pp351-359、2002

４．馬場啓至、戸田啓介：脳梁離断術、先端医療シリーズ16 脳神経外科 機能的脳神経外科の最先端、高倉公朋、菊

池晴彦監修、先端医療技術研究社、pp64-68、2002

５．馬場啓至、小野憲爾、てんかんと脳梁、脳機能の解明 ―生命科学の主潮流、赤池紀扶、東 英穂、阿部康二、久

保千春編、ガイア出版会、pp339-345、2002

Ｂ-ｄ

１．上之郷眞木雄：内存性虚血脳保護機構・脳虚血耐性現象における基質メタロプロテアーゼ阻害因子の関与、平成13

年度文部科学省科学研究費補助金基盤研究 ⑵研究成果報告書、2002☆

２．徳永能治：膠芽腫に対する安全な放射線誘導性自殺遺伝子治療臨床応用法の開発、平成13年度文部科学省科学研究

費補助金基盤研究 ⑵研究成果報告書、2002☆

３ 北川直毅：血管形成術後の内膜形成における uPAを介したNF-κBの役割、平成13年度文部科学省科学研究費補

助金奨励研究 研究成果報告書、2002☆

４．松岡 隆、西村修平、井田八重子、井関充及：高齢にて発症した頭蓋内巨大 hemangiopericytomaの１例、保健福

祉総合施設誌、８(1)、39-44、2002

５．高畠英昭、奥永知宏、中村 稔、江夏 薫、高野 篤、高崎賢治、中田孝重：繰り返す鼻出血に対し cellulose porous
 

beadsを用いて塞栓術を行った一例、佐世保市立総合病院紀要、27、79-80、2001

６．奥永知宏、高畠英昭、中村 稔：左動眼神経麻痺を来した IC-PC脳動脈瘤に対する塞栓術治療の一例、佐世保市立

総合病院紀要、27、49-51、2001

原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 SCI  B-ａ B-ｂ B-ｃ B-ｄ 合計 総 計

2002 12 0 0 0 12 11 14 0 5 6 25 37

学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2002 1 1 4 6 3 4 110 117 123
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原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2002 0.324 1.500 0.917 1.375

Impact factor値一覧

Impact factor １教官当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2002 15.826 1.978 1.439
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Ａ 欧 文

Ａ-ａ

１．Akino K,Mineta T,Fukui M,Fujii T,Akita S.Bone morphogenetic protein-2 regulates proliferation of human
 

mesenchymal stem cells.Wound Repair and Regeneration,in press

２．Akita S, Rashid MA, Ishihara H, Daian T, Dazai S, Fujii T:Cytokine-dependent gp130 receptor subunit
 

regulates rat modified axial-pattern epigastric flap:J Invest Sug:15:137-151,2002 ☆

３．Fujioka Masaki,Miyazato Osamu,Yamamoto Tsuneyuki,Nishimura Gozo:Stability of one plate fixation for
 

zygomatic bone fracture:Plast Reconstr Surg.109(2):817-818,2002

４．Fujioka Masaki,Miyazato Osamu,Yamamoto Tsuneyuki,Nishimura Gozo:Full thickness rectus abdominis
 

muscle defect due to the contact burn:Burns.28:391-393,2002

５ Yano H, Nishimura G. Endoscopic harvest of free temporoparietal fascial flap to improve donor-site
 

morbidity:Plast Reconstr Surg.109(4):826,2002

６．Raidah Al-Baradie H,Yamada K,Cynthia St,Wai-Man Chan,Andrews C,McIntosh N,Nakano M, Jean
 

Martonyi E,Raymond WR,Okumura S,Okihiron MM,Elizabeth C,Duane radial ray syndrome (Okihiro
 

syndrome)maps to 20q13 and results from mutations in SALL4,a new member of the SAL family.American
 

Journal of Human Genetics,in press

７．Daian T,Ishihara H,Hirano A,Fujii T,Akiyama-Uchida Y,Ohtsuru A,Yamashita S.IGF-I Enhances TGF

-β-induced Extracellular Matrix Protein Production through the p38/ATF-2 signaling pathway in Keloid
 

Fibroblasts:J Invest Dermatol,in press 〇☆

８．Kondo S,Sugawara H,Harada N,Matsumoto N,Ohashi H,Sato M,Kantaputra PN,Ogino T,Tomita H,Ohta
 

T,Kishino T,Fukushima Y,Niikawa N,Yoshiura K:A novel gene is disrupted at a 14q13 breakpoint of t(2;

14)in a patient with mirror-image polydactyly of hands and feet.J Hum Genet.47:136-139,2002

９．Kondo S,Schutte BC,Richardson RJ,Bjork BC,Knight AS,Watanabe Y,Howard E,Ferreira de Lima RLL,

Daack-Hirsch1S,Sander A,McDonald-McGinn DM,Zackai EH,Lammer EJ,Aylsworth AS,Ardinger HH,

Lidral AC,Pober BR,Moreno L,Arcos-Burgos M,Valencia C,Houdayer C,Bahuau M,Moretti-Ferreira D,

Richieri-Costa A,Dixon MJ Murray JC:Mutations in IRF6cause Van der Woude and popliteal pterygium
 

syndromes:Nat Genet,in press

Ａ-ｃ

１．Akita S,Fukui M,Fujii T,Akino K.Interaction between mesenchymal stem cells and osteogenic cytokines in
 

viro and in vivo.ETRS Proceedings of Focus Meeting:New Technologies in Wound Healing.Positif Press,

Oxford,Eds:Cehrry GW et al,in press

Ｂ 邦 文

Ｂ-ａ

１．藤井 徹、飯尾礼美：熱傷の局所処置（ ）：形成外科．35：1255-1258、2002

２．平野明喜、鈴木弘之：口唇裂、口蓋裂患者の顎骨骨切り術施行におけるチーム医療―形成外科と矯正歯科の立場よ

り―：形成外科、45巻３号：223-230、2002

３．平野明喜：内眼角切開による眼球陥凹の治療：形成外科．45巻４号：303-310、2002

４．平野明喜、江頭通弘、横内哲博、藤井 徹、村上隆一：呼吸・食物摂取障害に対する口腔底筋骨膜下剝離術：日形

会誌．22：703-708、2002

５．梶 彰吾、梶ひろみ、伊木秀郎、大石正雄：手背に発生した巨大な先天性 Intravascular papillary endothelial
 

hyperplasiaの１例：日本手の外科学会雑誌．19：540-542、2002

６．松本有史、荒井千春、古川雅英、佐伯真紀、賀来直美、柳澤繁孝：頸部針金異物迷入の１例：日本口腔外科学会雑

誌．48(7）：374-376、2002

７．田中克己：形成外科におけるマイクロサージャリーの現況：日本生殖外科学会雑誌．15：26-34、2002

８．田中克己、藤井 徹、村上隆一、横内哲博、崎浜教之、小林俊光：低侵襲な治療を目的とした頭頸部再建―頭頸部

再建における遊離鼠径皮弁の適用―：頭頸部腫瘍．28(3）、516-524、2002

９．出口正巳、小林清史、飯尾礼美、白壁武博：生食バッグによる豊胸術51例の検討：日本美容外科学会会報．17：

形成外科学
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208-215、2002

10．小林清史、出口正巳、飯尾礼美、白壁武博：乳房への注入異物摘出後の整容的問題：日本美容外科学会会報．18：

172-180、2002

11．出口正巳、飯尾礼美、白壁武博：下顎角形成術―Angle splitting ostectomy―：形成外科．41：231-238、2002

12．藤盛成裕、太田勝哉、工藤英樹、森野一真：熱傷後に急性ストレス障害（Acute Stress Disorder）を来した小児例：

日本熱傷学会会誌．第28巻２号：117-123、2002

13．森野一真、太田勝哉、藤盛成裕、宍戸昌弘、金子 勉：暖房補助器具による熱傷：日本熱傷学会会誌．第28巻３号：

181-185、2002

14 田崎 公、迎 伸彦、平田礼二郎、近藤新二、実藤隼人：Malignant eccrine spiradenomaの１例：形成外科．45（5）：

473-478、2002

15．田崎 公、迎 伸彦、平田礼二郎、近藤新二、井上徹英：アスファルト路上で生じた contact burnの１例：熱傷．

28(2）：109-11、2002

16．太宰聖志、白石公太郎、野口雅夫：糖尿病性壊疽患者に対するフィブラストスプレーの使用経験：Progress in
 

Medicine．掲載予定

17．太宰聖志、神戸太郎：手指の狭窄性腱鞘炎（ばね指）と糖尿病についての検討：形成外科．45(7)：645-649、2002

18．中川浩志、田中克己、江頭通広、石原浩史、藤井 徹、村上隆一、澤瀬 隆：血管柄付き遊離腸骨皮弁移植とイン

プラント義歯による下顎再建の１例：形成外科．45(7)：651-657、2002

19．福井雅士、亀渕克彦：2000セメント損傷（熱傷）の一例：熱傷．28(1)：49-55、2002

20．藤林久輝、横内哲博：先天性耳介裂の１症例：形成外科．45(11)：1069-1073、2002

21．高橋国宏、太宰聖志、奈良崎保男：鼻骨骨折227症例の検討：日形会誌．22(4)：271-276、2002

22．池野屋慎太郎、田中克己、太宰聖志、古賀 忍、大石正雄、末吉 修、藤井 徹：遊離広背筋皮弁で大腿切断端形

成術を行った１例：形成外科．45(8）：781-786、2002

Ｂ-ｂ

１．藤井 徹、飯尾礼美：熱傷の局所処置（ ）：形成外科．35：1255-1258、2002

２．梶 彰吾：下肢の外傷の処置：形成外科．45：Ｓ131-Ｓ138、2002

３ 梶 彰吾、梶ひろみ、大石正雄：（特集）Free flap移植後の unfavorable resultと対策「糖尿病患者における unfavor-

able resultと対策」：形成外科 45：1109-1115、2002

４．田中克己、平野明喜：四肢の形成手術 ：下肢 ２：足の先天異常 ４）その他の先天異常（第４趾短縮症、裂

足、巨趾症など）： 形成外科．45：Ｓ165-Ｓ171、2002

５．白壁武博、飯尾礼美：コラーゲン注入術：形成外科．38巻：S39-S43、2002

Ｂ-ｃ

１．梶 彰吾、梶ひろみ：手の熱傷の治療、Monthly Book Orthopaedics.15:76-84,2002

２ 小下顎症：平野明喜：形成外科ADVANCEシリーズ ―９、骨延長術 最近の進歩 波利井清紀監修、杉原平樹

編集．173-183、2002

３．奈良崎保男 分担執筆：口唇口蓋裂の基礎知識：言語聴覚療法シリーズ ８ 器質性構音障害 斉藤裕恵編著 建

帛社 東京、2002

４．奈良崎保男 監修：目で見る子供の傷治療：雑誌：こっこクラブ 風讃社、東京．71：153-158、2002

５．田中克己、藤井 徹：逆行性指動脈皮弁による指尖部再建：皮弁・筋皮弁実践マニュアル 波利井清紀編集 全日

本出版会 東京、2002年

Ｂ-ｄ

１．秋田定伯：同種皮膚移植における免疫寛容の分子生物学的機構解析：平成13年―14年度科学研究費補助金奨励研究

、研究成果報告書

２ 藤井 徹、永山雄二、平野明喜、秋田定伯：創傷治癒の分子生物学的機構解析と組織工学法に基づく創傷部位再生：

平成13年―平成14年科学研究費補助金 基盤研究 ⑵、研究成果報告書

３．平野明喜、藤井 徹、秋田定伯：頭蓋顔面骨代謝の分子生物学的機構解析と遺伝子工学法に基づく至適再生：平成

14年―平成15年

４．田中克己、平野明喜、藤井 徹、秋田定伯：皮弁における受容体型チロシンキナーゼの発現と遺伝子治療：平成14

年 平成15年
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原著論文数一覧

Ａ-ａ Ａ-ｂ Ａ-ｃ Ａ-ｄ 合計 SCI  B-ａ B-ｂ B-ｃ B-ｄ 合計 総 計

2002 9 0 1 0 10 9 22 5 5 4 36 46

学会発表数一覧

Ａ-ａ
Ａ-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 Ｂ-ａ

B-ｂ

シンポジウム 学会
合 計 総 計

2002 2 3 5 10 8 4 93 105 115

原著論文総数に係る教官生産係数一覧

欧文論文総数

(論文総数)

教官生産係数

（欧文論文)

ＳＣＩ掲載論文

欧文論文総数

教官生産係数

（ＳＣＩ掲載論文)

2002 0.217 2.000 0.9 1.8

Impact factor値一覧

Impact factor １教官当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2002 53.113 10.623 5.901
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Ｂ 邦 文

Ｂ-ａ

１．山近史郎、江石清行：僧帽弁エコー図所見を弁形成にいかに活かすか．心エコー ３(6)：528-533，2002

２．迫 史朗、江石清行：弁膜症診療の進歩 僧帽弁形成術の現状と適応．Cardiac Practice 13(1):57-64,2002

３．野口 学、江石清行：狭小大動脈弁輪に対する外科手術．Annual Review循環器 2002：247-254，2002

４．野口 学：家族の心マッサージと、救急隊の除細動によって救命出来た緊急冠動脈手術症例．長崎医学会雑誌

77(3)：134-139、2002

５．多田誠一、江石清行、野口 学、迫 史朗、岩松みよ子、谷口真一郎：Energetic advantage of phosphodiesterase

inhibitors in the failed heart after gloval ischemia.Acta Medica Nagasakiensia 46:15-20,2002

Ｂ-ｂ

１．迫 史朗、江石清行、山近史郎、久田洋一、橋本 亘、高井秀明、尾立朋大、松隈誠司：再手術における胸骨部分

切開法による大動脈弁置換術低侵襲化の検討．日本心臓血管外科学会雑誌 31Suppl：120，2002

２．野口 学、坂本一郎、江石清行、山近史郎、迫 史朗、久田洋一、高井秀明、橋本 亘、尾立朋大、松隈誠司：胸

部下行、胸腹部大動脈瘤の治療戦略．日本心臓血管外科学会雑誌 31Suppl：385，2002

３．山根健太郎、 脇正好、橋詰浩二、西 活央、成松元治：破裂性腹部大動脈瘤症例の検討―とくに左腎静脈切断例

について―．日本心臓血管外科学会雑誌 31Suppl：268，2002

４．山近史郎：三次元心エコー法による僧帽弁形成術の術前・術中・術後評価―三次元法との比較―日本心臓外科学会

雑誌 31Suppl：146，2002

５．山近史郎：New assessment of mitral valve repair using four-demensional echocardiographic reconstruction.

Circulation J 66 Suppl :172,2002

６．南 貴子、河野靖子、矢野捷介、山近史郎、迫 史朗、江石清行：僧帽弁形成術における弁逆流、左房機能の評価

肺静脈、左心耳、左室流入速波形による検討 ．日本心臓病学会雑誌 41Suppl：361，2002

７．高井秀明、江石清行、山近史郎、迫 史朗、橋本 亘、久田洋一、尾立朋大、松隈誠司：腹部大動脈瘤に対するス
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（ＳＣＩ掲載論文)
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Impact factor値一覧
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